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はじめに
このガイドでは、MC1000 とそのオプション品のセットアップと構成について説明します。

本ガイドに含まれる画面やウィンドウはサンプルであり、実際の画面と異なる可能性がありま
す。

マニュアルセット

MC1000 のマニュアルは複数のガイドに分かれて構成されており、それぞれ特定のユーザニーズに合う情報を
提供してます。 

• 『Microsoft Application Guide』 - Microsoft 社の開発したアプリケーションの使用方法を説明しています。

• 『Symbol Application Guide』 - シンボル社の開発したアプリケーションの使用方法を説明しています。

• 『MC1000 ユーザガイド』 - MC1000 モバイルコンピュータの使用方法について説明します。 
• 『MC1000 インテグレータガイド』 - MC1000 モバイルコンピュータとオプション品のセットアップ方法

について説明します。

• SMDK ヘルプファイル - アプリケーションを記述するための API 情報があります。
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機能構成
次の MC1000 構成が利用可能です。

• オペレーティングシステム : Microsoft Windows CE  .NET 4.2 Core
• メモリ構成 : 32 MB RAM/32 MB Flash
• ディスプレイ : モノクロ 240 x 240 ピクセル、2.2 インチ （対角）、非タッチ式

• 拡張機能 : ユーザアクセス可能なセキュアデジタル （SD） スロット

• キーパッド :21 キーのキーパッド

• データの取り込み :1 次元バーコードレーザスキャナ

各章の内容
本ガイドの各章の内容は、以下の通りです。

• 第 1 章 「お使いになる前に」では、MC1000 の充電方法とリセット方法について説明します。

• 第 2 章 「オプション品」では、MC1000 で利用可能なオプション品について説明します。また、必要に
応じて電源接続やバッテリ充電機能のセットアップ方法についても説明します。

• 第 3 章 「ActiveSync」では、ActiveSync のインストール手順、および MC1000 とホストコンピュータ間
のパートナーシップのセットアップ手順について説明します。

• 第 4 章 「開発用 PC へのソフトウェアのインストール」では、Device Configuration Package (DCP) for 
MC1000 と SMDK for eVC4 をホストコンピュータにインストールする手順について説明します。

• 第 5 章 「MC1000 へのソフトウェアのインストール」では、MC1000 にソフトウェアやファイルをダウ
ンロードする方法についての情報を提供します。

• 第 6 章 「ヘキサイメージの作成とロード」では、Terminal Configuration Manager (TCM) と Initial Program 
Loader (IPL) のインストール方法と使用方法について説明します。これらを使用すると、MC1000 のフ
ラッシュファイルシステムパーティションをカスタマイズできます。

• 第 7 章 「AirBEAM Smart」では、特別に設計されたソフトウェアパッケージを、ホストサーバと Symbol 
MC1000 間で転送する方法について説明します。

• 第 8 章 「保守とトラブルシューティング」では、MC1000 のクリーニングおよび保守手順のほか、その
稼動中に発生する可能性のある問題の解決方法について説明します。

• 付録 A 「技術仕様」では、MC1000 とオプション品の技術仕様の一覧表を示します。

• 付録 B 「キーパッドマップ」では、各キーパッド構成に対するキーパッドマップを示します。

• 付録 C 「アプリケーション設計に関する注意事項」では、グローバルマーケット向けに設計されたアプ
リケーションのリソースについて示します。
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表記規則
本マニュアルでは、次のような表記規則を使用しています。

• 「モバイルコンピュータ」は、Symbol MC1000 端末を指しています。 
• イタリック体は、次のものを強調する場合に使用しています。

• 本ガイドや関連マニュアル内の章と節

• ダイアログボックス、ウィンドウ、および画面の名前

• ドロップダウンリストとリストボックスの名前

• チェックボックスとラジオボタンの名前

• 画面上のアイコン

• ボールド体のテキストは、次のものを強調する場合に使用しています。

• キーパッド上のキーの名前

• 画面上のボタンの名前

• 黒丸 （•） は次のものを示しています。

• 作業項目

• 選択肢のリスト

• 必ずしも順番に行う必要のない必須手順のリスト

• 順番のリスト （段階的な手順を記述するリストなど） は、番号付きのリストとして示します。

関連マニュアルとソフトウェア
次に示すマニュアルには、MC1000 に関する詳細情報が含まれています。

• 『MC1000 Quick Start Guide (poster)』(Part No. 72-69838-xx)
• 『MC1000 Licensing, Patent and Regulatory Information』(Part No. 72-69838-xx)
• 『MC1000 ユーザガイド』(Part No. 72E-69840-xx)
• 『Symbol Applications for Symbol Devices User Guide』(Part No. 72E-68901-xx)
• 『Microsoft Applications for Symbol Devices User Guide』(Part No. 72E-)

• Symbol Mobility Developer Kit (SMDK) ヘルプファイル (Part No. 72E-38880-02)
• Symbol Mobility Developer Kit for eMbedded Visual C++ v4.0 (SMDK for eVC4):

http://www.symbol.com/MC1000 から入手可能

• Device Configuration Package for MC1000 (DCP for MC1000):
 http://www.symbol.com/MC1000 から入手可能

• ActiveSync ソフトウェア :http://www.microsoft.com から入手可能

本ガイドとすべてのガイドの 新版については、http://www.symbol.com/manuals を参照してください。

http://Software.Symbol.com/DevZone
http://Software.Symbol.com/DevZone
http://Software.Symbol.com/DevZone
http://www.microsoft.com
http://www.symbol.com/manuals
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サービス情報
装置に不具合が発生した場合は、お住まいの地域のシンボルサポートセンターまでご連絡ください。連絡先に
ついては、xiv ページを参照してください。ご連絡いただく前に、型番、シリアル番号、およびいくつかのバー
コードシンボルをお手元にご用意ください。

サポートセンターにご連絡をいただく際は、サービス担当者と問題について十分な説明ができるように、モバ
イル端末機器の近くのお電話からご連絡ください。機器が適切に動作していることが判明し、その問題がシン
ボルの可読性にある場合、サポートセンターでは弊社での分析用にバーコードのサンプルをお送りいただくこ
とをお願いしています。

電話では問題を解決できない場合は、修理のために機器をお預かりすることが必要な場合があります。その必
要のある場合は、具体的な方法をお知らせします。

指定の梱包材が使用されていない場合、シンボルテクノロジー社は、発送時に発生するいかな
る損傷に対しても責任を負いません。機器の不適切な発送により、保証が受けられない可能性
があります。 

シンボルサポートセンター

販売と製品については、下記連絡先へお問い合わせ下さい。

日本シンボルテクノロジー株式会社 営業部

〒 163-6012
東京都新宿区西新宿 6-8-1　新宿オークタワー 12F
TEL: 03-6901-0301

サービス情報、保証情報、または技術支援については、シンボルサポートセンターにご連絡ください。

１．サービス情報、保証情報

　　日本シンボルテクノロジー株式会社　カスタマー・サービス部

　　東京都新宿区西新宿 6-8-1　新宿オークタワー 12F
　　TEL: 03-3901-0304

２．技術支援

　　APAC テクニカルサポートセンター

　　TEL: 00531-13-1127　（日本向けフリーダイヤル）

　　E メール：apacsupport@symbol.com

シンボル社の製品を シンボルビジネスパートナーからご購入いただいた場合は、ご購入先のビジネスパート
ナーにご連絡ください。
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はじめに
この章では、MC1000 とオプション品についての情報、および MC1000 の充電方法とリセット方法について説明
します。

MC1000 の開梱
MC1000 の周囲に取り付けられている保護材を慎重に取り除き、後日、保管や返送が必要になったときのため
に、それらの梱包箱を保管しておいてください。以下の部品が揃っているか確認してください。

• MC1000 モバイルコンピュータ

• リチウムイオンバッテリまたは単 4 電池 3 個
• リストストラップ

• 『Regulatory Guide』
• 『Quick Start Guide』

破損している部品がないか点検してください。特定の部品が欠落していたり破損していた場合は、直ちにシン
ボルサポートセンターまでご連絡ください。連絡先については、xiv ページを参照してください。

オプション品
表 1-1 は、M1000 で使用できるオプション品の一覧です。

表 1-1　MC1000 のオプション品

オプション品 説明

シングルスロットシリアル /
USB クレードル

MC1000 のメインバッテリと予備バッテリを充電するほか、シリアル接続経由または 
USB 接続経由で MC1000 とホストコンピュータとの同期を取ります。

4 スロット USB クレードル 大 4 台の MC1000 を充電するほか、USB 接続経由で MC1000 とホストコンピュー
タとの同期を取ります。

電源 国およびオプション品によって別々の電源と電源コードを使用します。

USB クライアント充電ケーブル USB クライアント通信機能を提供し、MC1000 を充電します。

RS232 充電ケーブル RS232 通信機能を提供し、MC1000 を充電します。

シングルスロットクレードルの RS232 
ケーブル

シリアルホスト通信機能を提供します。

シングルスロットクレードルの USB 
ケーブル

ホストコンピュータへの USB 接続を提供します。

4 スロットクレードルの USB ケーブル ホストコンピュータに接続するための内蔵 USB ハブを提供します。

ハンドストラップ M1000 を手に持って使用する場合のための追加サポートです。

充電式のリチウムイオンバッテリ 予備の 1800 mAh バッテリ

モデムモジュール シングルスロットシリアル /USB クレードルに接続して、クレードルをモデムクレー
ドルとして使用できるようにします。

モデムケーブル モデムモジュールをシングルスロットシリアル /USB クレードルに接続します。

Symbol Mobility Developer Kit for 
eMbedded Visual C++ v4.0（SMDK for 
eVC4）

Microsoft Windows Mobile 2003 Software for Pocket PC オペレーティングシステムが稼
動するすべてのシンボル モバイルコンピュータ向けのネイティブ C/C++ アプリケー
ションを作成するための開発ツール。次の Web サイトで入手できます。
http://www.symbol.com/MC1000

プラットフォーム SDK MC1000 向けの Windows CE アプリケーションを作成するために SMDK for eVC4 と共
に使用されます。次の Web サイトで入手できます。 http://devzone.symbol.com/.

http://Software.Symbol.com/DevZone
http://devzone.symbol.com
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パーツ

図 1-1　MC1000 モバイルコンピュータ

お使いになる前に
MC1000 を起動して実行するには、以下の手順に従います。

• 充電式のリチウムイオンバッテリ、または単 4 電池を取り付けます。

• バッテリを充電します （充電式のリチウムイオンバッテリの場合のみ）。

• MC1000 を起動します。

メインバッテリの取り付け
MC1000 では、充電式の 1800 mAh リチウムイオンバッテリまたは 3 個の標準アルカリ単 4 電池を使用します。
リチウムイオンバッテリは MC1000 を使用する前に充電しておきます。リチウムイオンバッテリが充電されて
いない場合は、1-7 ページの「バッテリの充電」を参照してください。

スキャン LED

スキャンウィンドウ

バッテリドア

バッテリドアの
ラッチ

キーパッド

電源ボタン

ディスプレイ

スキャンボタン

充電 LED

SD カードカバー

リストストラップ

ビープ音インジケータ
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リチウムイオンバッテリの取り付け
リチウムイオンバッテリを取り付けるには、以下の手順に従います。

1. バッテリドアのラッチを 2 箇所ともスライドさせます。

2. バッテリドアを持ち上げます。

図 1-2　バッテリドアの取り外し

バッテリアダプタクリップが正しく固定されていないと、バッテリドアがうまく閉まらないこと
があります。この場合、バッテリアダプタクリップやバッテリドアの破損を招くおそれがありま
す。

バッテリアダプタクリップを固定するときには、端子に触れないようにしてください。

3. 人差し指と中指で、バッテリアダプタクリップを上部に固定し、正しい位置に引っ掛かるまで前方に押
します。

4. バッテリを上部から先に差し込んで、バッテリスロットに挿入します。

図 1-3　バッテリの挿入

バッテリドアのスイッチが、バッテリドアが正しく取り付けられたかどうかを検出します。
バッテリドアが正しく固定されていないと、MC1000 に電源が入りません。

5. バッテリドアを元の位置に戻し、カチッと音がするまで押してください。

バッテリアダプタ
クリップ

バッテリドアの
スイッチ
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単 4 電池の取り付け
オプションの単 4 電池を取り付けるには、以下の手順に従います。

1. バッテリドアのラッチを 2 箇所ともスライドさせます。

2. バッテリカバーを持ち上げます。

バッテリアダプタクリップが正しく固定されていないと、バッテリドアがうまく閉まらないこと
があります。この場合、バッテリアダプタクリップやバッテリドアが壊れてしまう可能性もあり
ます。

バッテリアダプタクリップを固定するときには、端子に触れないようにしてください。

3. 人差し指と中指でバッテリアダプタクリップを両側から挟み、下部の掛け金に引っ掛かるまで、下方向
に押し込みます。

4. 3 個の単 4 電池をバッテリスロットに挿入します。このとき電池の向きに注意してください。

図 1-4　メインの単 4 電池の取り付け

バッテリドアのスイッチが、バッテリドアが正しく取り付けられたかどうかを検出します。
バッテリドアが正しく固定されていないと、MC1000 に電源が入りません。

5. バッテリドアを元の位置に戻し、カチッと音がするまで押してください。

バッテリアダプタ
クリップ

バッテリドアの
スイッチ
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バッテリの充電

MC1000 では、充電式の単 4 電池を充電することはできません。充電の手順については、充電
式の単 4 電池の製品情報を参照してください。

MC1000 のメインのリチウムイオンバッテリを充電するには、MC1000 のクレードルまたは、充電ケーブル、予
備バッテリ充電器のいずれかを使用します。 

MC1000 を使い始める前に、メインのリチウムイオンバッテリをフル充電してください。リチウムイオンバッ
テリがフル充電されても、充電 LED は点灯したままです。詳細については、表 1-2 を参照してください。リチ
ウムイオンバッテリの充電時間は、通常は 4 時間未満です。クレードルまたは充電ケーブルを使用して MC1000 
を充電するか、メインのリチウムイオンバッテリを取り外し、予備バッテリ充電器を使用して充電します。

MC1000 にはメモリバックアップバッテリが搭載されています。これは、メインバッテリから自動的に充電さ
れます。MC1000 を初めて使用する場合、バックアップバッテリの充電に約 20 時間かかります。これは、バッ
クアップバッテリが放電された場合にも当てはまります。メインバッテリが取り外された状態が数時間続く場
合も同様です。MC1000 のメインバッテリが取り外された後でも、このバックアップバッテリにより、少なく
とも 30 分間はメモリ内のデータが保持されます。MC1000 のバッテリ状態が非常に低いレベルに達した場合で
も、メインバッテリとバックアップバッテリの組み合わせにより、少なくとも 72 時間はメモリ内のデータが保
持されます。

使用開始から 初の 15 時間は、メインバッテリを取り外さないでください。バックアップバッ
テリが完全に充電される前にメインバッテリを取り外すと、データが失われる可能性がありま
す。

リチウムイオンバッテリの充電には、次のオプション品を使用します。

• クレードル :
• シングルスロットシリアル /USB クレードル

• 4 スロット USB クレードル

• ケーブル（および電源）: 
• USB 充電ケーブル

• RS-232 充電ケーブル

• 予備バッテリ充電器 :
• シングルスロットシリアル /USB クレードル

モバイル装置のバッテリを充電する場合、バッテリと充電器の温度を 0°C ～ +40°C に設定する
必要があります。

MC1000 を充電する場合、リチウムイオンバッテリとバックアップバッテリはクレードルまたは充電ケーブル
を使用します。RS-232 充電ケーブルには、充電ケーブルと シンボル社承認の電源装置の 2 つが必要です。

• クレードル

MC1000 をクレードルにセットします。オプション品のセットアップについては、第 2 章 「オプション
品」を参照してください。自動的に MC1000 の充電が始まります。充電状態を示す充電 LED 点灯（点
滅）します。充電表示については、表 1-2 を参照してください。
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• ケーブル

充電ケーブルをシンボル社承認の電源装置に接続し、充電ケーブルのもう一方の端を MC1000 に接続し
ます。オプション品のセットアップについては、第 2 章 「オプション品」を参照してください。自動的
に MC1000 の充電が始まります。充電状態を示す充電 LED が点灯（点滅）します。充電表示について
は、表 1-2 を参照してください。

MC1000 の起動
MC1000 は、初めて電源を入れたときに初期化されます。Symbol スプラッシュ画面が少しの間表示されます。
MC1000 の電源が入らない場合は、1-9 ページの「MC1000 のリセット」を参照してください。

 

図 1-5　Symbol スプラッシュ画面

表 1-2　MC1000 の充電 LED インジケータ  

状態 説明

オフ MC1000 がクレードルに正しくセットされていないか、充電ケーブルが正しく接続されて
いないか、充電器の電源が入っていません。

黄色にゆっくり点滅 MC1000 は充電中です。

黄色に点灯 充電が完了しました。

注 : リチウムイオンバッテリを 初に MC1000 に取り付けたときに、バッテリ残量が少な
い場合やバッテリが完全に差し込まれていない場合は、充電 LED が 1 回点滅します。
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MC1000 のリセット
MC1000 が入力に応答しなくなった場合は、コンピュータをリセットします。リセットには、ウォームブート
とコールドブートという 2 種類の方法があります。ウォームブートは、実行中のすべてのプログラムを閉じて、
MC1000 を再起動します。保存されていないデータはすべて失われます。

コールドブートも MC1000 を再起動しますが、このブートは、RAM 内に格納されたすべてのレコードおよびエ
ントリを消去します。さらに、各種形式や設定などを工場出荷時のデフォルト設定に戻します。

初にウォームブートを実行します。これによって、MC1000 が再起動し、保存されているレコードやエント
リはすべて保存されます。それでも MC1000 が応答しない場合は、コールドブートを実行します。

ウォームブートの実行
ウォームブートを実行するには、MC1000 のウォームブートを示すメッセージが表示されるまで、電源ボタン
を押し続けます。MC1000 の初期化を行う間、MC1000 デスクトップが表示されます。

ウォームブート中に開いていたファイルは保存されていないことがあります。

コールドブートの実行
コールドブートは、MC1000 を再起動し、ユーザが保存したすべてのレコードとエントリを RAM から消去しま
す。ウォームブートで問題が解決しない場合にのみ、コールドブートを実行するようにしてください。

コールドブートは MC1000 をデフォルト設定にリセットし、追加したアプリケーションや保存
されたすべてのデータを消去します。サポートデスクの指示がない限り、コールドブートは実行
しないでください。

コールドブートを実行するには、電源ボタンを 15 秒以上押し続けます。フラッシュファイルシステムの初期化
を行う間、Symbol スプラッシュ画面が約 15 秒間表示されます。

MC1000 のウェイクアップ
ウェイクアップ条件設定は、MC1000 をウェイクアップする条件を定義するものです。この設定は、変更また
は更新される可能性があります。.

表 1-3　ウェイクアップ条件 （デフォルト設定）

状態 説明 ウェイクアップの条件

電源オフ 電源ボタンを押すことで MC1000 をサ
スペンドモードに設定した場合、次の操
作で MC1000 が復帰します。

電源ボタンを押す。

AC 電源を接続するか、取り外す。

クレードルまたはケーブルを接続するか、切断する。

キーボタンまたはスキャンボタンを押す。

リアルタイムクロックがウェイクアップに設定されている。

自動電源オフ 自動電源オフ機能によって MC1000 がサ
スペンドモードになった場合、次の操作
で MC1000 が復帰します。

電源ボタンを押す。

AC 電源を接続するか、取り外す。

クレードルまたはケーブルを接続するか、切断する。

キーボタンまたはスキャンボタンを押す。

リアルタイムクロックがウェイクアップに設定されている。
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リチウムイオンバッテリの取り外し
リチウムイオンバッテリを取り外すには、以下の手順に従います。

バッテリドアの左側のラッチをスライドさせると、MC1000 はサスペンドモードになります。

1. 電源ボタンを押して画面をオフにし、MC1000 をサスペンドモードにします。

2. バッテリドアのラッチを 2 箇所ともスライドさせます。

3. バッテリドアを持ち上げます。

4. バッテリタブを引っ張って、バッテリを取り出します。

図 1-6　リチウムイオンバッテリの取り外し

バッテリタブ



お使いになる前に 1-11

単 4 電池の取り外し
単 4 電池を取り外すには、次の手順に従います。

バッテリドアの左側のラッチをスライドさせると、MC1000 はサスペンドモードになります。

1. 電源ボタンを押して画面をオフにし、MC1000 をサスペンドモードにします。

2. バッテリドアのラッチを 2 箇所ともスライドさせます。

3. バッテリドアを持ち上げます。

4. MC1000 から 3 個の単 4 電池を取り出します。

図 1-7　単 4 電池の取り外し

予備バッテリの充電
予備のリチウムイオンバッテリを充電するには、2 つのオプション品のいずれかを使用します。予備バッテリの
充電については、第 2 章 「オプション品」を参照してください。



MC1000 インテグレータ ガイド1-12

SD メモリカード
アプリケーションデータを保存するには、セキュアデジタル （SD） メモリカードを使用します。SD メモリカー
ドを取り付けるには、以下の手順に従います。

1. 電源ボタンを押して画面をオフにし、MC1000 をサスペンドモードにします。

2. SD カードカバーを固定している 2 本の固定ねじをゆるめます。

図 1-8　SD カードカバーのねじの取り外し

3. SD カードカバーを取り外します。

図 1-9　SD カードカバーの取り外し

固定ねじ

SD カードスロット
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4. SD メモリカードを SD カードスロットに挿入します。SD カード上のノッチの位置に注意してください。

図 1-10　SD カードの取り付け

5. SD カードカバーを元の位置に戻します。

6. 固定ねじを 2 本ともしっかりと締めます。
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リストストラップ
リストストラップは、左右どちらの取り付け部に取り付けても構いません。リストストラップを取り付けるに
は、以下の手順に従います。

1. リストストラップの取り付け部に輪を通します。

図 1-11　取り付け部に輪を通す

2. リストストラップの端を輪に滑り込ませて、引っ張ります。

図 1-12　リストストラップの端を輪に滑り込ませる
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ハンドストラップ
オプションのハンドストラップを、左右どちらかの取り付け部に取り付けます。ハンドストラップを取り付け
るには、以下の手順に従います。

1. ハンドストラップクリップを MC1000 の下部のスロットに挿入します。

図 1-13　ハンドストラップクリップの挿入

2. MC1000 を下向きに押して、ハンドストラップクリップをはめ込みます。

図 1-14　MC1000 を下向きに押す

3. ハンドストラップの取り付け部に輪を通します。

図 1-15　取り付け部に輪を通す

ハンドストラップ
クリップ

ハンドストラップの輪
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4. ハンドストラップのマジックテープ側の端を輪に滑り込ませて、引っ張ります。

図 1-16　端を輪に滑り込ませる

5. マジックテープ側の端をクリップに通します。

図 1-17　ハンドストラップをクリップに通す
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はじめに
MC1000 のオプション品には、さまざまな製品サポート機能が備わっています。オプション品には次のような
クレードルおよびケーブルが含まれます。

クレードル
• シングルスロットシリアル /USB クレードルは、MC1000 のリチウムイオンバッテリや予備バッテリを

充電します。また、シリアル接続か USB 接続にて、MC1000 とホストコンピュータの同期を取ります。

• 4 スロット USB クレードルは、 大 4 台の MC1000 を充電します。また、USB 接続にて、 大 4 台の 
MC1000 とホストコンピュータの同期を取ります。

ケーブル
ケーブルは MC1000 にスナップ式で取り付け、外部デバイスと MC1000 を接続するために使用されます。

• USB 充電ケーブル

• RS-232 充電ケーブル
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シングルスロットシリアル /USB クレードル
この節では、シングルスロットシリアル /USB クレードルに関する情報を提供し、セットアップ手順について説
明します。

図 2-1　シングルスロットシリアル /USB クレードル

シンボル社承認の電源装置の出力定格電圧 5.4 VDC および 小電流 3A のみを使用してくださ
い。この電源装置は、SELV 出力を備えており、EN60950 の認定を受けています。別の電源装
置を使用すると、このデバイスに与えられた認定が無効になり、危険な場合があります。

シングルスロットシリアル /USB クレードルの機能は次のとおりです。

• MC1000 の操作用に 5.4VDC 電力を供給します。

• MC1000 とホストコンピュータ間のデータ通信用に、シリアルポートと USB ポート （Mini-B レセプタ
クル） を提供します。

• カスタマイズされたソフトウェアまたはサードパーティ製のソフトウェアがある場合は、MC1000 と企
業データベースとの同期も取ります。

• ホストコンピュータなどのシリアルデバイスとの通信用に、シリアルパススルーポートを介したシリア
ル接続を行います （クレードルシリアル通信ケーブルを使用できます）。通信のセットアップ手順につ
いては、2-11 ページの「通信」を参照してください。

• ホストコンピュータなどの USB デバイスとの通信用に、USB パススルーポートを介した USB 接続を行
います （クレードル USB 通信ケーブルを使用できます）。通信のセットアップ手順については、2-11
ページの「通信」を参照してください。

• MC1000 のリチウムイオンバッテリを充電します。

• 予備のリチウムイオンバッテリを充電します。

充電 LED

MC1000 の
スロット

予備バッテリ
充電 LED

スキャン LED
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セットアップ
図 2-2 は、クレードルを RS-232 ポートに接続する方法を示しており、図 2-3 は、クレードルを USB ポートに接
続する方法を示しています。シングルスロットシリアル /USB クレードルのセットアップが完了したら、2-11
ページの「通信」を参照して、MC1000 をホストデバイスに接続するためのセットアップ方法を確認してくだ
さい。

クレードルは、ホストコンピュータ上に専用ポートを必要とします。シリアルポートと USB 
ポートはどちらか一方を選択します。クレードルを両方に接続しないでください。

図 2-2　シングルスロットシリアル /USB クレードル - シリアルのセットアップ

シリアルポート

DC ケーブル

電源

電源ポートシリアルケーブル シリアルポート

AC 電源コード
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図 2-3　シングルスロットシリアル /USB クレードル - USB のセットアップ

USB ポート

DC ケーブル

電源

電源ポートUSB ケーブル USB ポート

AC 電源コード



オプション品 2-7

バッテリの充電
シングルスロットシリアル /USB クレードルを使用すると、MC1000 のリチウムイオンバッテリや予備のリチウ
ムイオンバッテリを充電することができます。

MC1000 をシングルスロットシリアル /USB クレードルに挿しても、MC1000 に装着された充
電式単 4 電池は充電されません。

モバイル端末のバッテリを充電する場合、バッテリと充電器の温度を 0°C ～ +40°C に設定する
必要があります。

MC1000 を充電するには、以下の手順に従います。

1. シングルスロットシリアル /USB クレードルを電源に接続します。

2. MC1000 をスロットにしっかりと挿し込みます。MC1000 の充電 LED が、MC1000 のバッテリの充電状
態を示します。

3. 充電が完了したら、片方の手でクレードルを持ち、もう一方の手で MC1000 をクレードルから取り外し
ます。

予備のリチウムイオンバッテリを充電するには、以下の手順に従います。

1. シングルスロットシリアル /USB クレードルを電源に接続します。

2. クレードル上の表示にバッテリの端子を合わせます。バッテリ上の極性を示すアイコンに注意してくだ
さい。

3. バッテリの極性に注意しながら、リチウムイオンバッテリをバッテリスロットに差し込みます。 
4. バッテリを前に軽く押してバッテリタブで押さえるようにします。

図 2-4　予備のリチウムイオンバッテリのクレードルへの取り付け

クレードルの予備バッテリ充電 LED は、予備バッテリの充電状態を示します。充電の状態表示については、表
2-1 を参照してください。

バッテリを取り外すには、バッテリタブを MC1000 のスロットから引っ張り出し、バッテリをスロットから取
り出します。

予備バッテリ

電源ポート

バッテリタブ
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リチウムイオンバッテリは 4 時間未満で充電されます。 

4 スロット USB クレードル
この節では、MC1000 で 4 スロット USB クレードルをセットアップして使用する方法について説明します。

図 2-5　4 スロット充電専用クレードル

シンボル社承認の電源装置の出力定格電圧 12 VDC および 小電流 3A のみを使用してくださ
い。この電源装置は、SELV 出力を備えており、EN60950 の認定を受けています。別の電源装
置を使用すると、このデバイスに与えられた認定が無効になり、危険な場合があります。

4 スロット USB クレードルの機能は次のとおりです。

• MC1000 の操作用に 5.4 VDC 電力を供給します。

• 大 4 台の MC1000 を同時に充電します。

表 2-1　 LED 充電状態インジケータ

LED 説明

MC1000 の充電 （MC1000 上の LED の表示）

オフ MC1000 がクレードルに存在しないか、MC1000 が正しく挿入されていないか、クレード
ルが電源に接続されていないか、バッテリの充電温度範囲を超える環境です。

黄色にゆっくり点滅 MC1000 は充電中です。

黄色に点灯 充電が完了しました。

予備バッテリの充電 （クレードル上の LED の表示）

オフ 予備バッテリがスロットに存在しないか、予備バッテリが正しく挿入されていないか、ク
レードルが電源に接続されていないか、バッテリの充電温度範囲を超える環境です。

黄色にゆっくり点滅 予備バッテリは充電中です。

黄色に点灯 充電が完了しました。

電源 LED

充電 LED

スキャン LED
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セットアップ
シンボル社承認の電源装置を使用して、4 スロット USB クレードルと電源を接続します。4 スロット USB ク
レードルのセットアップが完了したら、2-11 ページの「通信」を参照して、MC1000 をホストデバイスに接続
するためのセットアップ方法を確認してください。

図 2-6　4 スロット USB クレードルのセットアップ

バッテリの充電
4 スロット USB クレードルは、 大 4 台の MC1000 を同時に充電できます。

MC1000 を 4 スロット USB クレードルに挿入しても、MC1000 に装着された充電式単 4 電池は
充電されません。

モバイル端末のバッテリを充電する場合、バッテリと充電器の温度を 0°C ～ +40°C に設定する
必要があります。

ActiveSync を正しく実行するには、UConnect ソフトウェアを MC1000 にロードする必要があ
ります。UConnect の MC1000 へのインストール方法については、『MC1000 インテグレータガ
イド』2-16 ページを参照してください。

MC1000 を充電するには、以下の手順に従います。

1. 4 スロット USB クレードルと電源を接続します。

2. MC1000 をスロットにしっかりと挿し込みます。

3. MC1000 の充電 LED が、MC1000 のバッテリの充電状態を示します。

4. 充電が完了したら、片方の手でクレードルを持ち、もう一方の手で MC1000 をクレードルから取り外し
ます。

リチウムイオンバッテリは通常 4 時間未満で充電されます。

AC 電源
コード

電源
DC ケーブル

電源ポートUSB ポートUSB ポート

USB ケーブル
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ケーブル
この節では、ケーブルのセットアップ方法と使用方法について説明します。

シンボル社承認の電源装置の出力定格電圧 5.4 VDC および 小電流 3A のみを使用してくださ
い。この電源装置は、SELV 出力を備えており、EN60950 の認定を受けています。別の電源装
置を使用すると、このデバイスに与えられた認定が無効になり、危険な場合があります。

ケーブルの機能は次のとおりです。

• シンボル社承認の電源装置を使用した場合に、MC1000 に操作用の電力とバッテリ充電用の電力を供給
します。

• ホストコンピュータなどのシリアルデバイスとの通信用に、シリアルパススルーポートを介したシリア
ル接続を行います。通信のセットアップ手順については、2-11 ページの「シリアル接続のセットアッ
プ」を参照してください。

• ホストコンピュータなどの USB デバイスとの通信用に、USB パススルーポートを介した USB 接続を行
います。通信のセットアップ手順については、2-14 ページの「USB 接続のセットアップ」を参照してく
ださい。 

• 承認されたプリンタへの印刷機能を提供します。

セットアップ
ケーブルを MC1000 に接続します。ケーブルのセットアップが完了したら、2-11 ページの「通信」を参照して、
MC1000 をホストデバイスに接続するためのセットアップ方法を確認してください。

1. MC1000 の下部をケーブルカップに滑り込ませ、軽く押してケーブルカップにきちんと固定されるよう
にします。

図 2-7　ケーブルの接続

2. ケーブルのもう一方の端を適切なホストデバイスに接続します。

3. RS-232 シリアル充電ケーブルの場合は、電源に接続します。
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バッテリの充電

モバイル端末のバッテリを充電する場合、バッテリと充電器の温度を 0°C ～ +40°C に設定する
必要があります。

シリアル充電ケーブルと USB 充電ケーブルは、MC1000 に装着されたリチウムイオンバッテリを充電できます。
前述の説明に従って、ケーブルを接続してください。MC1000 の充電 LED は、バッテリの充電中は黄色に点滅
し、バッテリの充電が完了したら黄色に点灯します。リチウムイオンバッテリは通常 4 時間未満で充電されま
す。充電表示については、表 2-1 を参照してください。

通信
ActiveSync を使用して MC1000 の情報とホストデバイス上の情報の同期を取るために、オプション品が必要で
す。このオプション品は、データ通信機器の機能を果たします。MC1000 は、適切なソフトウェアやオプショ
ン品との間で、シリアル接続および USB 接続にて通信を確立することができます。

次のオプション品のいずれかを使用します。

• シングルスロットシリアル /USB クレードル

• 4 スロット USB クレードル

• RS-232 または USB 充電ケーブル

この節では、MC1000 とホストデバイスの間の通信を確立するための通信ソフトウェアのインストール方法と
適切なオプション品のセットアップ方法について説明します。

シングルスロットシリアル /USB クレードルを使用したシリアル通信の場合は、シリアルケーブルの
みを接続します。シリアルケーブルと USB ケーブルの両方を接続しないでください。シリアルと 
USB の両方の通信ケーブルが必要な場合は、シリアル通信を確立する前に、ActiveSync でホストコン
ピュータの USB ポートを無効にしてください。

通信ソフトウェアのインストール
ホストデバイスと正常に通信するには、ホストコンピュータに Microsoft ActiveSync （バージョン 3.7 以上） をイ
ンストールします。ActiveSync のインストール手順については、第 3 章 「ActiveSync」を参照してください。

シリアル接続のセットアップ
1. MC1000 で、F → CTRL → F → ESC の順にキーを押して、［スタート］ メニューを開きます。

2. 画面を上向きにスクロールして ［設定］ を表示し、ENT キーを押します。［コントロールパネル］ が表
示されます。
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3. 画面をスクロールして ［PC との接続］ アイコンを表示して、ENT キーを押します。［PC 接続］ ウィン
ドウが表示されます。

図 2-8　［PC 接続］ ウィンドウ

4. F → TAB の順にキーを押して、［接続方法の変更 ...］ ボタンを強調表示します。

5. ENT キーを押します。［接続方法の変更］ ウィンドウが表示されます。

図 2-9　［接続方法の変更］ ウィンドウ

6. 上下方向のスクロールキーを使用して、［Serial 3 115200］ を選択します。

7. ENT キーを押します。

8. F → TAB の順にキーを押します。

9. ENT キーを押して ［PC 接続］ ウィンドウを終了し、もう一度 ENT キーを押して ［コントロールパネ
ル］ ウィンドウを終了します。

10. ホストコンピュータに ActiveSync がインストールされており、パートナーシップが確立されていること
を確認します。詳細については、3-4 ページの「ホストコンピュータ上での ActiveSync 接続のセット
アップ」を参照してください。
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11. ホストコンピュータ上で ActiveSync が実行されていない場合は起動します。ActiveSync を起動するに
は、［スタート］→［プログラム］→［Microsoft］ → ［ActiveSync］ の順に選択します。

図 2-10　ActiveSync - 未接続の状態

12.［ActiveSync］ ウィンドウで、［ファイル］ → ［接続の設定］ の順に選択し、図 2-11 に示す選択状態になっ
ていることを確認します（ただし COM ポートはホストコンピュータに対応するもの選択します）。

図 2-11　シリアル接続の設定

13.［OK］ をクリックして変更内容を保存します。

各モバイルコンピュータには異なるデバイス名を割り当ててください。複数のモバイルコン
ピュータを同じ名前にして一度に同期を試みることはできません。

14. MC1000 をホストコンピュータに接続します。図 2-2 を参照してシングルスロットシリアル /USB クレー
ドルをセットアップするか、図 2-7 を参照してケーブルをセットアップします。
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クレードルには専用ポートが必要です。内蔵モデムや他のデバイスとポートを共有することは
できません。シリアルポートの配置については、コンピュータのユーザマニュアルを参照して
ください。

15. 接続時に、自動的に同期が行われます。

USB 接続のセットアップ
1. MC1000 で、F  → CTRL → F → ESC の順にキーを押して、［スタート］ メニューを開きます。

2. 画面を上向きにスクロールして ［設定］ を表示し、ENT キーを押します。［コントロールパネル］ が表
示されます。

3. 画面をスクロールして ［PC との接続］ アイコンを表示して、ENT キーを押します。［PC 接続］ ウィン
ドウが表示されます。

図 2-12　［PC 接続］ ウィンドウ

4. TAB キーを押して、［接続方法の変更 ...］ ボタンを強調表示します。

5. ENT キーを押します。［接続方法の変更］ ウィンドウが表示されます。

図 2-13　［接続方法の変更］ ウィンドウ



オプション品 2-15

6. 上下方向のスクロールキーを使用して、［USB Default］ を選択します。

7. ENT キーを押して ［接続方法の変更］ ウィンドウを終了します。

8. F → TAB の順にキーを押します。

9. ENT キーを押して ［PC 接続］ ウィンドウを終了し、もう一度 ENT キーを押して ［コントロールパネ
ル］ ウィンドウを終了します。

10. ホストコンピュータに ActiveSync がインストールされており、パートナーシップが確立されていること
を確認します。3-4 ページの「ホストコンピュータ上での ActiveSync 接続のセットアップ」を参照して
ください。

11. ホストコンピュータ上で ActiveSync が実行されていない場合は起動します。ActiveSync を起動するに
は、［スタート］→［プログラム］→［Microsoft］ → ［ActiveSync］ の順に選択します。

図 2-14　ActiveSync - 未接続の状態

12.［ActiveSync］ ウィンドウで、［ファイル］ → ［接続の設定］ の順に選択し、図 2-15 に示す選択状態になっ
ていることを確認します。

図 2-15　USB 接続の設定
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13.［OK］ をクリックして変更内容を保存します。

各モバイルコンピュータには異なるデバイス名を割り当ててください。複数のモバイルコン
ピュータを同じ名前にして一度に同期を試みることはできません。 

14. MC1000 をホストコンピュータに接続します。図 2-2 を参照してシングルスロットシリアル /USB クレー
ドルをセットアップするか、図 2-7 を参照してケーブルをセットアップします。

クレードルには専用ポートが必要です。他のデバイスと USB ポートを共有することはできませ
ん。USB ポートの配置については、コンピュータのユーザマニュアルを参照してください。

15. 接続時に、自動的に同期が行われます。

UConnect
UConnect ソフトウェアを使用すると、4 スロット USB クレードルにセットされたすべての MC1000 の自動同期
を実行できます。

UConnect のインストール

.CAB ファイルを使って UConnect をインストールするには、次の手順に従います。

1. シンボル社の Web サイト http://devzone.symbol.com からホストコンピュータに、UConnect.CAB ファイル
をダウンロードします。

2. そのファイルをホストコンピュータから MC1000 にコピーします。5-3 ページの「ActiveSync」を参照し
てください。 

3. MC1000 上で .CAB ファイルの格納場所に移動し、そのファイルを実行します。

4. 画面プロンプトに従ってインストールします。

この方法を使用した場合、.CAB ファイルの実行時に .cpy ファイルと .reg ファイルがインストールされません。

インストールが完了すると、MC1000 の起動時に UConnect が自動的に起動します。UConnect で同期の管理を正
しく行うためには、各 MC1000 とホストコンピュータとの間で、ActiveSync パートナーシップを事前に確立し
ておく必要があります。

UConnect の構成

UConnect のデフォルト設定をカスタマイズするには、UConnect の初期デフォルト設定を上書きするための .reg 
ファイルを作成します。カスタムのハードリセットとデフォルト設定を設定する方法については、UConnect に
含まれている UConnect.reg を参照してください。

UConnect を一時的に （次のハードリセットまで） カスタマイズするには、次の手順に従います。

1. UConnect アプリケーションに切り替えます。

http://devzone.symbol.com
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2. キーパッドを使用して、［Settings］ に移動します。

図 2-16　UConnect の［Settings］ ウィンドウ

3. UConnect がドッキングイベントの制御と同期セッションのスケジュール設定を行えるようにするには、
［Allow UConnect to manage synchronization］ チェックボックスを選択します。クレードルに MC1000 が
セットされると、UConnect は ActiveSync を起動し、MC1000 とホストコンピュータの同期を取ります。
セットされた別の MC1000 が同期中であった場合、UConnect は、接続再試行間隔の設定に基づいて同期
スケジュールを変更します。

クレードルイベントの制御を ActiveSync に戻すには、このチェックボックスの選択を解除します。これ
が必要になるのは、パートナーシップを確立していないホストコンピュータにゲストとして一時的に接
続する場合です。

4. ［Cancel sync if not connected in］ テキストボックスには、同期セッションが開始されてから接続が確立さ
れるまでの UConnect の 大待機時間を秒単位 （5 ～ 120） で入力します。UConnect は、この時間内にホ
ストコンピュータに接続できなかった場合、そのセッションをいったん取り消し、接続再試行間隔の設
定に基づいてスケジュールを変更します。デフォルト値は 15 秒です。

5. ［If connection fails retry after］ テキストボックスには、接続が失敗したか接続が切断されてから再度同期
を試みるまでの UConnect の待機時間を秒単位 （30 ～ 9999） で入力します。デフォルト値は 30 秒です。

6. ［When sync completes, resync after］ テキストボックスには、同期が成功してから別の同期セッションのス
ケジュールを設定するまでの UConnect の待機時間を分単位 （10 ～ 999） で入力します。デフォルト値は 
15 分です。

7. 同期セッションが正常に完了するまでの UConnect の 大待機時間 （分） を指定するには、［Limit connect 
time per session to］ チェックボックスを選択します。続いて、テキストボックス内に分数 （10 ～ 999） を
入力します。デフォルト値は、チェックボックスが選択され、30 分に設定されています。

UConnect は、この時間内に ActiveSync から同期完了通知を受信しなかった場合、ホストコンピュータと
の接続を切断します。これにより、ホストコンピュータ上または MC1000 上の ActiveSync が同期を完了
できない状況でも、回復することが可能になります。 

8. UConnect の設定変更を適用するには、［Apply］ を選択します。

UConnect の設定変更を破棄し、元の設定に戻すには、［Restore］ を選択します。

デフォルト設定を復元するには、［Defaults］ を選択します。次に、［Apply］ を選択してそのデフォルト
設定を適用します。



MC1000 インテグレータ ガイド2-18

手動による同期

スケジュールされた同期を待たずに MC1000 をすぐに同期させるには、［ファイル］ → ［今すぐ同期］ の順に選
択します。ただし、MC1000 がクレードル内にない場合や同期がすでに進行中である場合は、このオプション
は選択できません。

UConnect を終了し、ドッキングイベントと同期の制御を ActiveSync に移すには、［ファイル］ → ［終了］ の順に
選択します。

UConnect の状態

UConnect イベントの状態を表示するには、 ［View］ → ［Status］ の順に選択します。［Status］ ウィンドウに次の情
報が表示されます。 

図 2-17　UConnect の ［Status］ ウィンドウ

• ［Dock status:］ フィールドは、MC1000 の現在のドッキング状態を示します。

• ［Last sync time:］ フィールドは、 後の同期セッションが開始された日付と時刻を示します。UConnect 
がまだ一度も同期を実行していない場合は、［None］ と表示されます。このフィールドを使用すると、
MC1000 の 後のドッキング後に正常完了した同期が存在するかどうかを判断できます。

• ［Last sync status:］ フィールドは、 後の同期セッションまたは現在アクティブになっている同期セッ
ションの状態を示します。可能な値は次のとおりです。 
• ［Successful］: 後の同期セッションが正常に完了しました。

• ［Waiting for connection］: 同期が開始されました。UConnect はホストとの接続が完了するのを待って
います。 

• ［In progress］: 同期が開始されました。UConnect は ActiveSync からの同期完了通知を待っています。 
• ［Failed: Cable detached］: 同期が失敗しました。MC1000 がセットされていないか、USB ケーブルが

接続されていません。 
• ［Failed: No connection］: UConnect がホストコンピュータとの接続を確立できませんでした。 
• ［Failed: Connection lost］: 同期が完了する前にホストへの接続が切断されました。 
• ［Failed: Connect time exceeded］: 1 セッション当たりの 大許容時間内に同期が完了しませんでした。 
• ［Failed: No reason］: 同期に失敗しました。原因は不明です。 

• ［Next sync time:］ フィールドは、次にスケジュールされている同期セッションの日付と時刻を示します。
UConnect が無効になっていたり、MC1000 がセットされていなかったり、進行中のセッションが存在す
る場合は、［N/A］ と表示されます。
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• 同期履歴フィールドには、ドッキングイベントと同期セッションの状態に関する情報が表示されます。
このフィールドでは、 大 100 行の同期履歴を表示でき、以前の同期セッションの状態も参照できま
す。

• 同期履歴リストボックスの内容を消去するには、［Clear］ を選択します。
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はじめに
ホストコンピュータと通信するには、ホストコンピュータに Microsoft ActiveSync （バージョン 3.7 以上） をイン
ストールします。MC1000 またはホストコンピュータで行った変更は、同期後に両方のコンピュータに反映さ
れます。

ActiveSync ソフトウェアを使用すると、以下の作業を行うことができます。

• ホストコンピュータ上の MC1000 対応ホストアプリケーションを使用して連携操作を行うことができま
す。ActiveSync は、MC1000 のデータを複製して、ホストアプリケーションで MC1000 のデータを表示、
入力、および変更できるようにします。

• MC1000 とホストコンピュータの間でファイルの同期を取ります。そのとき、ファイルを正しい形式に
変換します。

• MC1000 に格納されているデータをバックアップします。同期とは、データを常に安全で 新の状態に
するための 1 ステップの処理です。

• MC1000 とホストコンピュータの間で、ファイルをコピーします （同期ではありません）。

• 同期モードを選択することにより、同期のタイミングを制御します。たとえば、MC1000 がホストコン
ピュータに接続している間は継続して同期を取るように設定することも、コマンドの選択時にのみ同期
を取るように設定することもできます。

• 同期を取る情報の種類を選択し、同期させるデータの量を制御します。

MC1000 （本体） の起動
MC1000 （本体） を起動して、シリアル接続または USB 接続で通信します。オプション品のセットアップや
ケーブル接続については、第 2 章 「オプション品」 を参照してください。MC1000 の通信設定は、ActiveSync で
使用する通信設定と一致させます。

ActiveSync のインストール
ホストコンピュータに ActiveSync をインストールするには、このソフトウェアの 新バージョンを Microsoft 社 
の Web サイト http://www.microsoft.com からダウンロードします。ActiveSync ソフトウェアに付属のインストー
ルおよび RAS の説明書を参照してください。

ホストコンピュータに ActiveSync をインストールした後で MC1000 を接続することを推奨しま
す。

http://www.microsoft.com
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ホストコンピュータ上での ActiveSync 接続のセットアップ
1. ホストコンピュータ上で、［スタート］ → ［プログラム］ → ［Microsoft ActiveSync］ の順に選択します。

［ActiveSync］ ウィンドウが表示されます。

図 3-1　［ActiveSync］ ウィンドウ

各モバイルコンピュータには異なるデバイス名を割り当ててください。複数のモバイルコン
ピュータを同じ名前にして一度に同期を試みることはできません。 

2. ［ActiveSync］ ウィンドウで ［ファイル］ → ［接続の設定］ の順に選択します。［接続の設定］ ウィンドウ
が表示されます。

図 3-2　［接続の設定］ ウィンドウ

3. 使用する接続の種類に対応するチェックボックスを選択します。

4. ［タスクバーにステータスアイコンを表示する］ チェックボックスを選択します。

5. ［OK］ をクリックして変更内容を保存します。
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パートナーシップのセットアップ
ActiveSync のインストールが完了したら、ActiveSync セットアップウィザードで、MC1000 とホストコンピュー
タの間での情報の同期に必要となるパートナーシップをセットアップし、さらに同期設定をカスタマイズしま
す。

パートナーシップをセットアップするには、次の手順に従います。

1. ホストコンピュータに ［接続］ ウィンドウが表示されていない場合は、［スタート］ → ［プログラム］ → 
［Microsoft ActiveSync］ → ［ファイル］ → ［接続］ の順に選択します。

図 3-3　［接続］ ウィンドウ

2. 適切な接続を使用して、MC1000 をホストコンピュータに接続します。オプション品のセットアップに
ついては、第 2 章 「オプション品」を参照してください。

3. ホストコンピュータ上で、［接続］ ウィンドウの ［次へ］ を選択します。ホストコンピュータと MC1000 
が同期を試みます。［新しいパートナーシップ］ ウィンドウが表示されます。

図 3-4　［新しいパートナーシップ］ ウィンドウ
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4. ［はい］ のラジオボタンをクリックした後、［次へ］を選択します。 ［新しいパートナーシップ / パート
ナーシップ数の選択］ウィンドウが表示されます。

図 3-5　［パートナーシップ数の選択］

5. ［はい、この P C のみと同期します］ ラジオボタンをクリックし、［次へ］ を選択します。［新しいパート
ナーシップ / 同期の設定の選択］ ウィンドウが表示されます。

図 3-6　［同期の設定の選択］ ウィンドウ

6. 特定の種類の情報を同期するには、対応するチェックボックスを選択します。その情報の同期を停止す
るには、対応するチェックボックスの選択を解除します。
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7. ［次へ］ を選択します。［新しいパートナーシップ / セットアップの完了］ ウィンドウが表示されます。

図 3-7　［セットアップの完了］ ウィンドウ

8. ［完了］ を選択します。

図 3-8　ActiveSync の ［接続完了］ ウィンドウ

初回の同期では、ホストコンピュータに格納された情報が、MC1000 にコピーされます。コピーが完了し、す
べてのデータの同期が取れたら、必要に応じて MC1000 とホストコンピュータの接続を切断してください。

ActiveSync の 初の操作は、ローカルで、直接接続で実行してください。コールドブート後も
パートナーシップを保持するには、.reg ファイル内にあるパートナーシップのレジストリ情報
を取り込んで、これをフラッシュファイルシステムに保存します。詳細については、Symbol モ
バイルコンピュータ向けの SMDK Windows CE ヘルプファイルを参照してください。SMDK の
インストール方法については、第 4 章 「開発用 PC へのソフトウェアのインストール」を参照
してください。

ActiveSync の使用方法の詳細については、ホストコンピュータで ActiveSync を起動し、そのヘルプを参照して
ください。
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はじめに
MC1000 上で動作するアプリケーションを開発するには、次のいずれかまたはすべてを使用します。

• Symbol Mobility Developer Kit (SMDK) for Embedded Visual C 4.0 (eVC4)
• Windows CE Platform SDK for MC1000
• Device Configuration Package (DCP) for MC1000

SMDK for eVC4 は、すべての シンボル社製モバイルコンピュータ向けのネイティブ C/C++ アプリケーションを
作成するための開発ツールです。これには、シンボル社の高付加価値 API を対象とした、ネイティブコードア
プリケーション開発用のマニュアル、ヘッダファイル（.H）、およびライブラリファイル（.LIB）が含まれてい
ます。

Windows CE Platform SDK for the MC1000 は、MC1000 向けの Windows CE アプリケーションを作成するために 
SMDK for eVC4 と共に使用されます。プラットフォーム SDK は、開発用 PC に、Windows CE の新しい種類のデ
バイスと関連ライブラリをインストールします。この新しいデバイスは、Microsoft eMbedded Visual C++ 4.0 
(eVC4) の Active WCE Configuration フィールドに追加されます。

Device Configuration Package (DCP) は、フラッシュパーティションを表す Hex イメージを作成し、それらを 
MC1000 にダウンロードする際に必要となります。DCP には、ユーザマニュアル、フラッシュパーティション、
Terminal Configuration Manager (TCM) とその関連 TCM スクリプト、および Symbol Configuration Manager (SCM) 
が含まれています。 

必要なシステム構成
SMDK for eVC4 と DCP for MC1000 を使用するために 低限必要となるシステム構成は、次のとおりです。

• Pentium 450 MHz 以上のプロセッサが搭載された IBM 互換のホストコンピュータ

• Microsoft Windows XP または Microsoft Windows 2000 オペレーティングシステム

• 128 MB の RAM
• 100 MB の利用可能ハードディスク領域

• CD-ROM ドライブ

• 利用可能なシリアルポート 1 個
• マウス

• Adobe ® Acrobat® Reader® 3.0 以上（Microsoft 社 の Web サイト http://www.microsoft.com から入手可能）

• Microsoft ActiveSync バージョン 3.7 以上（Microsoft 社 の Web サイト http://www.microsoft.com から入手可
能）

• Microsoft Embedded Visual C++ v4.0 SP2
• Microsoft Windows Mobile 2003 SDK.

http://www.microsoft.com
http://www.microsoft.com
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DCP for MC1000

インストール
DCP for MC1000 をインストールするには、以下の手順に従います。

1. シンボル社の Web サイト http://devzone.symbol.com から DCP をダウンロードします。

a. http://devzone.symbol.com で［Developer Downloads］を選択し、サインインします。

b.［PocketPC/WinCE/CE.Net Platform］を選択します。

c. MC1000 製品の下に表示されるドロップダウンメニューで、［Device Configuration Package (DCP) for 
MC1000］を選択します。

d. .exe ファイルを開発用コンピュータに保存します。

2. 開発用コンピュータ上で .exe ファイルを探してダブルクリックし、インストール画面のプロンプトに従
います。

3. インストールが完了したら、Windows の［スタート］メニューの［Symbol Device Configuration Package 
(DCP) for MC1000］プログラムグループから、DCP の主なコンポーネントにアクセスします。 

コンポーネント
表 4-1 は、MC1000 DCP のコンポーネント一覧です。

表 4-1　DCP for MC1000 のコンポーネントと格納場所

コンポーネント 説明 ディレクトリ位置

フラッシュパーティショ
ンを構成するファイル

MC1000 の構成に使用されます。 \Program Files\Symbol Device Configuration 
Packages\MC1000\v1.0\Flash Folders

Hex イメージ - デフォルト
の格納場所

構成目的で MC1000 にロードされます。 \Program Files\Symbol Device Configuration 
Packages\MC1000\v1.0\Hex Images

User Documentation MC1000 の使用と統合に関する指針を提供
するユーザマニュアル。

\Program Files\Symbol Device Configuration 
Packages\MC1000\v1.0

Readme DCP の重要な情報が含まれています。 \Program Files\Symbol Device Configuration 
Packages\MC1000\v1.0

スクリプト フラッシュパーティションのカスタマイズ
に使用されます。

\Program Files\Symbol Device Configuration 
Packages\MC1000\v1.0\TCM Scripts

Terminal Configuration 
Manager (TCM)

MC1000 のフラッシュファイルシステム
パーティションをカスタマイズする際に使
用するアプリケーション。

\Program Files\Symbol\TCM2

Symbol Configuration 
Manager (SCM)

Symbol モバイルコンピュータの構成パラ
メータを設定するレジストリ（.REG）ファ
イルを作成するためのアプリケーション。

\Program Files\Symbol\SCM

ツール（キーボードのリ
マップなど）

MC1000 向けのアプリケーションの開発に
使用されます。

\Program Files\Symbol Device Configurations 
package\MC1000\v1.0\Tools\kbtool

［スタート］メニュー :
[Readme]
[User Documentation]
[TCM]
[SCM]
[WEB Updates]

［スタート］メニュー内に表示する項目を指
定します。

\Documents and Settings\All Users\Start 
Menu\Programs

http://devzone.symbol.com
http://devzone.symbol.com
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プラットフォーム SDK
MC1000 プラットフォーム SDK をダウンロードしてインストールするには、次の手順に従います。

1. シンボル社 の Web サイト http://devzone.symbol.com から適切なプラットフォーム SDK をダウンロードし
ます。

2. ［Developer Downloads］を選択し、サインインします。

3. ［PocketPC/WinCE/CE.Net Platform］を選択します。

4. MC1000 のプラットフォームを選択します。

5. .exe ファイルを開発用コンピュータに保存します。

6. このファイルを実行し、画面のプロンプトに従ってインストールします。

SMDK for eVC4

インストール
SMDK for eVC4 をインストールするには、以下の手順に従います。

1. シンボル社の Web サイト http://devzone.symbol.com から SMDK をダウンロードします。

a. http://devzone.symbol.com で［Developer Downloads］を選択し、サインインします。

b.［PocketPC/WinCE/CE.Net Platform］を選択します。

c.［Symbol Mobility Developer Kit for eVC4］を選択します。

d. 新版を選択し、その .exe ファイルを開発用コンピュータにダウンロードします。

2. 実行可能ファイルをダブルクリックし、インストール画面のプロンプトに従います。

3. インストールが完了したら、Windows の［スタート］メニューの［Symbol Mobility Developer Kit for 
eVC4］プログラムグループから、SMDK for eVC4 の主なコンポーネントにアクセスします。コンポーネ
ントとしては、［Help］、［Platform Integrator］、［Readme］、［Samples］、および［Web Updates］がありま
す。

4. サンプルアプリケーションは、Symbol API 関数の使用方法に関する具体例を提供します。サンプルアプ
リケーションをビルドするには、Windows の［スタート］メニューから［Samples］フォルダを開きま
す。目的のサンプルのフォルダを開いた後、プロジェクトファイルを開きます。プロジェクトファイル
の拡張子は VCP です。Microsoft Visual C++ v4.0 が自動的に起動します。アクティブな WCE 構成として

［WinCE］を選択します。アクティブ構成として［Win32 (WCE ARMV4) Debug］を選択します。

開発用コンピュータに Microsoft Visual C++ v3.0 と Microsoft Visual C++ v4.0 の両方がインス
トールされている場合は、Microsoft Visual C++ v4.0 が起動していることを確認します。

http://devzone.symbol.com
http://devzone.symbol.com
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SMDK for eVC4 の内容と格納場所
表 4-2 は、SMDK for eVC4 のコンポーネント一覧です。

その他の開発用ソフトウェアのインストール
MC1000 向けのアプリケーションを開発する際は、アプリケーション開発環境など、その他の開発用ソフト
ウェアを開発用 PC にインストールする必要が生じる可能性があります。それらのソフトウェアに付属するイ
ンストール手順に従ってください。

ソフトウェアの更新
SMDK for eVC4 の更新は、Symbol Developer Zone の Web サイト http://devzone.symbol.com からダウンロードしま
す。このサイトで、重要な更新や新しいソフトウェアバージョンの有無を定期的に確認してください。

表 4-2　SMDK for eVC4 の内容と格納場所

コンポーネント ディレクトリ位置

API ヘルプファイルと Readme ファイル \Program Files\Symbol Mobility Developer Kit vx.x for eVC4\

クイックスタート開発用のサンプルアプリケーション \Program Files\Symbol Mobility Developer Kit vx.x for 
eVC4\Samples\evc\

API のプロトタイプと構造体を含むヘッダファイル * \Program Files\Windows CE Tools\wce420\WinCE\Include\armv4

インポートライブラリファイル * \Program Files\Windows CE Tools\wce420\WinCE\Lib\armv4

［スタート］メニュー

[Readme]
[Help]
[Platform Integrator]
[Samples]
[WEB Updates]

\Documents and Settings\All Users\Start Menu\Programs

* ヘッダファイルとライブラリファイルは、時刻と日付がスタンプされているため、armv4 ディレクトリ内で容易に識別でき
ます。「日付」はそのソフトウェアリリースが作成された日付であり、「時刻」はそのリリースのバージョンです。たとえば、
時刻 1:00 はバージョン 1.0 を表します。 

http://devzone.symbol.com
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はじめに
適切なオプション品、ソフトウェアにて接続することによって、MC1000 はホストデバイスと情報を共有する
ことができます。この章では、MC1000 にソフトウェアやファイルをインストールする方法についての情報を
提供します。

ソフトウェアのダウンロードとインストールには、以下を使用します。

• ActiveSync
• IPL

• SD カード

ActiveSync
ActiveSync を使用してホストコンピュータから MC1000 にファイルをコピーします。 

1. ActiveSync がインストールされており、パートナーシップが作成済みであることを確認します。詳細に
ついては、第 3 章 「ActiveSync」を参照してください。

2. USB クレードルか適切な通信ケーブルを使用して、MC1000 をホストコンピュータに接続します。接続
の詳細については、第 2 章 「オプション品」を参照してください。

3. ホストコンピュータ上で［スタート］ →［プログラム］→［ActiveSync］ の順に選択します。

図 5-1　ActiveSync の［接続完了］ ウィンドウ
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4. ［エクスプローラ］ を選択します。

図 5-2　ActiveSync エクスプローラ

5. フォルダをダブルクリックして、フォルダの内容を展開します。

図 5-3　［Application］ フォルダの内容

6. エクスプローラを使用してダウンロードするファイルが格納されているホストコンピュータのディレク
トリを探します。左側の区画でそのディレクトリをクリックすると、右側の区画にその内容が表示され
ます。

7. ホストコンピュータから MC1000 の目的のフォルダに、必要なファイルをドラッグします。

• ［Program Files］ フォルダ : このフォルダに格納されたファイルは、コールドブート後に破棄されま
す。

• ［Application］ フォルダ : このフォルダに格納されたファイルは、コールドブート後も保持されます。
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プログラムの追加
適切なソフトウェアをホストコンピュータにインストールした後で、それを MC1000 にインストールします。

1. プログラムをホストコンピュータにダウンロードするか、あるいはプログラムが収録された CD または
ディスクをホストコンピュータに挿入します。プログラムは、単一の *.exe ファイル、*.zip ファイル、
または Setup.exe ファイルで構成されています。

2. プログラムに付属するすべてのインストール手順、Read Me ファイル、またはマニュアルに目を通しま
す。多くのプログラムには特別なインストール手順が用意されています。

3. MC1000 をホストコンピュータに接続します。

4. ホストコンピュータで実行可能ファイルをダブルクリックします。

このファイルがインストーラである場合は、インストールウィザードが起動します。ウィンドウ上の指
示に従ってください。ホストコンピュータにソフトウェアがインストールされると、インストーラはそ
のソフトウェアを MC1000 に転送します。

このファイルがインストーラでなかった場合は、「このプログラムは有効であるが、別の種類のコン
ピュータ向けに設計されている」という意味のエラーメッセージが表示されます。このファイルを 
MC1000 に移動します。そのプログラムの Read Me ファイルまたはマニュアルに記載されているインス
トール手順に従うか、ActiveSync エクスプローラを使用してそのプログラムファイルを MC1000 の

［Program Files］ フォルダにコピーします（5-3 ページの「ActiveSync」を参照）。ActiveSync を使用して
ファイルをコピーする方法の詳細については、ActiveSync のヘルプを参照してください。

5. インストールが完了したら、MC1000 で［スタート］ →［プログラム］ の順に選択し、次にこのプログラ
ムのアイコンを選択します。

IPL
カスタマイズされたフラッシュファイルシステムパーティションを MC1000 にダウンロードし、IPL を使用して 
MC1000 のフラッシュメモリに Hex ファイルをロードするには、第 6 章 「ヘキサイメージの作成とロード」を
参照してください。

SD カード
MC1000 との間でファイルをダウンロードまたはアップロードするには、SD カードを使用します。SD カードの
インストール手順については、1-12 ページの「SD メモリカード」を参照してください。
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はじめに

Terminal Configuration Manager (TCM) は、MC1000 のフラッシュファイルシステムパーティションをカスタマイ
ズする際に使用するアプリケーションです。 も一般的な使用方法としては、顧客のアプリケーションを含む
アプリケーションパーティションの Hex ファイルを作成することが挙げられます。また、TCM を使用すれば、
Hex ファイルを MC1000 のフラッシュメモリにロードすることもできます。

MC1000 上で Hex ファイルの受信とフラッシュメモリへの書き込みを行うプログラムは、Initial Program Loader 
(IPL) と呼ばれます。

TCM スクリプトは、パーティションのカスタマイズを制御します。このスクリプトには、イメージのビルドに
必要な情報がすべて格納されます。このスクリプトは、開発用コンピュータからパーティションにコピーする
ファイルを指定する一連のコピーコマンドから成ります。

TCM では一組のディレクトリウィンドウを使用します。1 つはスクリプトを表示するためのウィンドウで、も
う 1 つは開発用コンピュータ上に存在するソースファイルを表示するためのウィンドウです。スクリプトウィ
ンドウに対して追加や削除を行うには、標準のドラッグ＆ドロップ操作を使用します。

DCP には、工場出荷時に MC1000 にインストールされた標準の Platform パーティションと Application パーティ
ションをビルドする際に Symbol Technologies 社が使用したスクリプトが含まれています。標準の Platform パー
ティションにはドライバが、標準の Application パーティションにはデモアプリケーションとオプションコン
ポーネントが、それぞれ含まれています。標準の TCM スクリプトは次のフォルダにあります。C:\Program 
Files\Symbol Windows CE SMDK (MC1000)\SymbolPlatforms \MC1000\TCMScripts

スクリプトを作成して Hex イメージをビルドする前に、必要なファイル（システムファイル、
ドライバ、アプリケーションなど） を特定し、それらのファイルのソースディレクトリを確認し
ておきます。 

TCM で Hex イメージをビルドするには、以下の処理が必要です。

• TCM の起動

• スクリプトプロパティの定義

• Hex イメージ用スクリプトの作成

• イメージのビルド

• Hex イメージの送信

• スプラッシュ画面の作成

• フラッシュストレージ
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Terminal Configuration Manager の起動
TCM を起動するには、Windows の［スタート］ メニューの［TCM］ アイコン（［Symbol Windows CE SMDK for 
Series 1000］） をクリックします。［TCM］ ウィンドウが表示されます。ここには、［Script1］ と［File Explorer］ の 
2 つの子ウィンドウが表示されます。［Script1］ ウィンドウには新しく作成されたスクリプトが含まれます。

［File Explorer］ ウィンドウにはファイルエクスプローラ表示が含まれ、スクリプト内に配置するファイルを選択
する際に使用します。

図 6-1　TCM 起動時のウィンドウ

次の表は、［TCM］ ウィンドウのコンポーネント一覧です。

表 6-1　TMC コンポーネント

アイコン コンポーネント 説明

 ［Script］ ウィンドウ パーティションの作成時に使用するファイルを表示します。

 ［File Explorer］ ウィンドウ スクリプトに追加するファイルを選択する際に使用します。

 ［Create］ ボタン 新しいスクリプトファイルを作成します。

 ［Open］ ボタン 既存のスクリプトファイルを開きます。

 ［Save］ ボタン 現在のスクリプトファイルを保存します。
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 ［Large icons］ ボタン 現在のスクリプト項目を大きいアイコンとして表示します。

 ［Small icons］ ボタン 現在のスクリプト項目を小さいアイコンとして表示します。

 ［List］ ボタン 現在のスクリプト項目を一覧表示します。

 ［Details］ ボタン 現在のスクリプト項目の詳細を表示します。

 ［About］ ボタン TCM のバージョン情報を表示します。

 ［Properties］ ボタン 現在のスクリプトのプロパティを表示 / 変更します。

 ［Build］ ボタン 現在のスクリプトから一連の Hex ファイルをビルドします。

 ［Check］ ボタン スクリプトにエラーがないかチェックします（ファイルが見
つからないなど）。

 ［Send］ ボタン Hex イメージを MC1000 にダウンロードします。

 ［Tile］ ボタン サブウィンドウを並べて表示します。

［Build and Send］ 現在のスクリプトを一連の Hex イメージにビルドし、それら
を MC1000 に送信します。

 ［Preferences］ ボタン TCM のグローバルオプションを表示 / 変更します。

表 6-1　TMC コンポーネント（続き）

アイコン コンポーネント 説明
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スクリプトプロパティの定義
スクリプトを作成する前にスクリプトプロパティを定義します。具体的には、MC1000 の種類、フラッシュタ
イプ、作成するディスクの数、各ディスクパーティションのメモリ構成を定義します。

スクリプトプロパティを定義するには、以下の手順に従います。

1. ［Script］ ウィンドウを選択してアクティブにします。

2. ［Properties］ ボタンをクリックします。［Script Properties］ ウィンドウの［Partition Data］ タブが表示され
ます。

図 6-2　［Script Properties］ ウィンドウの［Partition Data］ タブ

3. ［Terminal］ ドロップダウンリストで、［MC1000w v1.0 64M］ が選択されていることを確認します。

4. ［Flash Type］ ではデフォルト値を使用します。

5. ［Disks］ ドロップダウンリストから、作成するディスクパーティションの数を選択します。

6. ［Size］ では、各パーティションの（メモリ） サイズを選択します。あるディスクパーティションに領域
を追加すると、その分だけ別のパーティションの領域が減少するので、注意してください。

7. 各ディスクパーティションの［Access］ ドロップダウンリストから、［Read/Write］ アクセスオプションを
決定して選択します。

8. ［Options］ タブをクリックします。

図 6-3　［Script Properties］ ウィンドウの［Options］ タブ

9. スクリプトファイル、フラッシュファイル、および Hex ファイルビルドのパスを設定します。

10.［OK］ をクリックします。
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Hex イメージ用スクリプトの作成
TCM を起動すると、［Script1］ ウィンドウと次のディレクトリを指す［File Explorer］ ウィンドウから成る

［TCM］ ウィンドウが表示されます。

\Program Files\Symbol Device Configuration Packages\MC1000w\v0.1\TCMScripts\

［Script1］ ウィンドウのディレクトリ区画には、［Platform］ と［Application］ の 2 つのパーティションが表示され
ます。フラッシュチップの種類によっては、パーティション数を変更できる場合があります。ファイルの追加
はパーティションごとに行えます。TCM には次の機能が備わっています。

• 新規または既存のスクリプトファイルを開く

• スクリプトウィンドウへのコンポーネントのコピー

• スクリプトファイルの保存

新規または既存のスクリプトを開く
スクリプトファイルは、新規に作成することも、既存のスクリプトファイルに基づいて作成することもできま
す。新しいスクリプトを作成するには［Create］ をクリックし、既存のスクリプト（MC1000 DCP に付属するス
クリプトなど） を開くには［Open］ をクリックします。既存のスクリプトを変更した場合、その変更内容を保存
すると元のスクリプトが上書きされます。これを回避するには、［Save As］ 機能を使用して別のファイル名でス
クリプトを保存します。

TCM 1.X スクリプトの更新
旧バージョンの TCM で作成されたスクリプトファイルを TCM 2.0 のスクリプトにアップグレードするには、

［Open］ をクリックして既存のスクリプトを開きます。［Conversion］ ウィンドウが表示されます。

図 6-4　［Conversion］ウィンドウ -TCM 2.0 へのアップグレード

［Select a Version］ フィールドでバージョンを選択し、［OK］ をクリックします。

スクリプトへのコンポーネントのコピー
スクリプトの内容を管理するには、［New Folder］、［Delete］、［Rename］ などの標準のファイル操作を使用しま
す。スクリプトに項目を追加するには、［File Explorer］ ウィンドウでファイルやフォルダをクリックし、それら
を［Script］ ウィンドウにドラッグします。［File Explorer］ ウィンドウは、Windows の標準操作をサポートしま
す。たとえば、複数のファイルを選択するには、Shift キーまたは Ctrl キーを押しながらクリックします。

スクリプトの保存
変更をスクリプトに保存するには、［Save］ と［Save As］ のいずれかの機能を使用します。既存のスクリプトに
変更を保存すると、元のスクリプトが上書きされます。シンボル社が提供する標準スクリプトをベースとして
使用し、新しいスクリプトに変更を保存するには、［Save As］ 機能を使用します。
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イメージのビルド
スクリプトの作成が完了したら、そのスクリプトで定義される Hex イメージをビルドします。

TCM は、ビルドの一環としてスクリプトのチェックを実行し、スクリプト内で参照されているすべてのファイ
ルが存在するかどうか確認します。このチェックは、以前に作成されたスクリプトの場合に重要となります。
これによって、指定された場所にスクリプト内で参照されているファイルが今でも存在するかどうかを確認で
きます。

スクリプトをビルドするには、以下の手順に従います。

1. TCM ツールバーの［Build］ をクリックします。［Configure Build］ ウィンドウが表示されます。

図 6-5　［Configure Build］ ウィンドウ

2. ビルドする項目（パーティション） を選択します。そのためには、それぞれに名前の付いたパーティ
ションの左側にあるチェックボックスを使用します。

3. ［Build Path］ を指定して、ビルドされたすべてのパーティションの格納場所を定義します。

4. Hex イメージのチェックボックスを選択します。これにより、Hex イメージのサイズが小さくなり、ダ
ウンロードが高速化します。

5. ［OK］ をクリックし、画面の指示に従います。

スプラッシュ画面のパーティションをビルドする場合、ソースのビットマップファイルと目的とする
Hex ファイルの両方の入力を求めるプロンプトが表示されます。

6. TCM はチェックを実行し、エラーが存在しなかった場合はパーティションの Hex ファイルを作成しま
す。

ビルドが失敗した場合、TCM は Hex ファイルを作成せず、エラーメッセージを表示します。ビルドが失敗した
原因として も一般的なのは、次の 2 つです。

• スクリプト内に定義されたファイルが見つからない。このエラーが発生するのは、スクリプトで参照し
ているファイルが開発用コンピュータ上に格納されていない場合や、格納先のフォルダ名が変更された
場合です。

• スクリプトが必要とするフラッシュメモリ領域の合計サイズがイメージサイズを超えた。これを解決す
るには、パーティション内のファイル数を減らすか、パーティションのサイズを増やします。必要に応
じてイメージサイズを設定する方法の詳細については、6-6 ページの「スクリプトプロパティの定義」
を参照してください。
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Hex イメージのダウンロード
Hex ファイルのビルドが完了したら、そのファイルを MC1000 にダウンロードします。

シリアルまたは USB 接続の使用
Hex ファイルを MC1000 にロードするには、以下の手順に従います。

1. シリアル接続か USB 接続のいずれかを使用してダウンロードする場合は、シングルスロットシリアル /
USB クレードルか MC1000 通信 / 充電ケーブルを使用して MC1000 と開発用コンピュータを接続します。

MC1000 に電源が供給されていることを確認します。ダウンロードを確実に成功させるために、
IPL モード中は、 MC1000 への電源の供給を切断しないでください。

2. MC1000 がリセットされて IPL が起動するまで、黄色いスキャンボタンと電源ボタンを同時に押し続け
ます。

3. ［Initial Program Loader］ メニューが表示されたら、スキャンボタンと電源ボタンを離します。

図 6-6　［Initial Program Loader］ メニュー

4. ［Auto Select］ を選択するか、上下方向のスクロールボタンを使用してダウンロードするパーティション
を選択し、ENT キーを押します。

Initial Program Loader

Platform
Application
Windows CE
Monitor
Splash Screen
Power Micro
Partition Table
Command File
System Reset
Auto Select
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プラットフォームパーティションまたはアプリケーションパーティションのサイズが変更され
た場合は、まず新しいパーティションテーブルをダウンロードしてください。

表 6-2　IPL メニュー のパーティション

パーティション名 説明

Platform ［Platform］ フォルダ内のファイルを格納します。

Application ［Application］ フォルダ内のファイルを格納します。

Config Block MC1000 のオペレーティングシステムを正しく構成するための情報を格納します。この情報は製造元に
よってロードされます。

注 : MC1000 にロードされている構成ブロック（Config Block） が正しいことを確認してください。不正な
構成ブロック（Config Block） がロードされていると、MC1000 が正しく動作しません。

Windows CE MC1000 のオペレーティングシステムを格納します。

Monitor モニタ（Monitor） プログラムと IPL プログラムを格納します。

Splash Screen MC1000 の起動時に表示されるスプラッシュ画面を格納します。

注 : スプラッシュ画面は .bmp イメージから生成されます。詳細については、6-20 ページの「スプラッ
シュ画面の形式」を参照してください。モノクロ画面の場合、bmp イメージは 8 ビット / ピクセル
（bpp） である必要があります。

Power Micro Power Micro は、複数のシステムリソースを制御する MC1000 内に含まれる小型コンピュータです。万一 
Power Micro のファームウェアの更新が必要となった場合は、この項目を選択してデバイスをプログラミン
グします。

Partition Table 他のすべてのパーティションに関する情報を格納します。

注 : パーティションテーブルを変更する必要があるのは、TCM 内でプラットフォームイメージとアプリ
ケーションイメージのサイズが変更された場合だけです。その場合は、まず新しいパーティションテーブ
ルをロードして、次にプラットフォームとアプリケーションを任意の順番でロードします。

Command File ［Select Transport］ メニューと、［USB］ または［ActiveSync Uart - Serial］ という選択肢を示します。

System Reset IPL を終了して、オペレーティングシステムをコールドブートします。

Auto Select ダウンロード先を手動で選択しなくても、1 つ以上のファイルをダウンロードできます（ダウンロードさ
れたファイルの内容に基づいて適切なダウンロード先が選択されます）。Monitor、Power Micro、Partition 
Table のいずれかをダウンロードする場合は、技術上の理由により Auto Select は使用できません。これら
の項目ではダウンロード先を明確に選択する必要があります。
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5. IPL では、ファイルのダウンロードに使用できる方法を一覧した［Select Transport］ メニューが表示され
ます。

図 6-7　［Select Transport］ メニュー

6. 上下方向のスクロールキーを使用して、［ActiveSync Uart - Serial］ または［ActiveSync Uart - Serial］ のトラ
ンスポート方法を選択し、ENT キーを押します。

7. ［ActiveSync Uart - Serial］ のトランスポート方法を選択すると、［Select Baud Rate］ メニューが表示されま
す。 

図 6-8　［Select Baud Rate］ メニュー

8. 上下のスクロールキーを使用して適切な通信速度を選択し、ENT キーを押します。

9. ［Select Transport］ メニューで［ActiveSync Uart - Serial］ を選択した場合、ダウンロードを開始する前に、
［Device Status］ フィールドに［Waiting for Data］ が表示されます。

Select Transport

USB
SD/MMC
ActiveSync Uart - Serial
Previous
Top

Select Baud Rate 

115200
57600
38400
19200
9600
Previous
Top
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10.［Select Transport］ メニューで［USB］ を選択した場合は、［Waiting for Download］ メッセージが表示されま
す。 

図 6-9　Waiting for Download

11. 開発用コンピュータ上で、TCM ツールバーの［Load］ をクリックします。［Load Terminal］ ウィンドウの
［Serial］ タブが表示されます。

図 6-10　［Load Terminal］ ウィンドウの［Serial］ タブ

12.［Image Files To Load］ を選択します。

［Waiting for Download］ メッセージが完了するまで、［Comm Port］ ドロップダウンリストに
［USB: Symbol Device］ オプションは表示されません。

13.［Comm Port］ ドロップダウンリストから、［Serial］ または［USB: Symbol Device］ のいずれかを選択しま
す。 

14. シリアル接続を選択した場合は、［Baud Rate］ ドロップダウンリストから［Baud Rate］ を選択します。

15.［Download］ をクリックしてダウンロード処理を開始します。MC1000 上の［Downloading］ 画面に、
［Device Status］ と進行状況バーが表示されます。

Downloading . . . .

Auto Select

via USB standard
waiting for input . . . . 
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16. 処理が完了すると、［Device Status］ に［Result was Success!］ と表示されます。エラーが発生した場合は、
そのエラーの原因が表示されます。

図 6-11　ダウンロードの完了画面

17. ENT キーを押して IPL メニューに戻り、次にダウンロードするパーティションを選択します。

18. IPL を終了するには、IPL メニューから［System Reset］ 項目を選択します。

SD/MMC カードの使用
Hex ファイルを MC1000 にロードするには、以下の手順に従います。

1. 開発用コンピュータの Hex イメージファイルを、SD/MMC カードのルートディレクトリにコピーしま
す。

MC1000 に電源が供給されていることを確認します。ダウンロードを確実に成功させるために、
IPL モード中は、 MC1000 への電源の供給を切断しないでください。

2. MC1000 に SD/MMC カードを取り付けます。SD カードの取り付け手順については、1-12 ページの「SD 
メモリカード」を参照してください。

3. MC1000 がリセットされて IPL が起動するまで、黄色いスキャンボタンと電源ボタンを同時に押し続け
ます。

4. ［Initial Program Loader］ メニューが表示されたら、スキャンボタンと電源ボタンを離します。

図 6-12　［Initial Program Loader］ メニュー

Downloading:
"Partition Name"
via "Device Parameters"
Result was: Success!
Press any key to 

continue

Initial Program Loader

Platform
Application
Windows CE
Monitor
Splash Screen
Power Micro
Partition Table
Command File
System Reset
Auto Select
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5. ［Auto Select］ を選択するか、上下方向のスクロールボタンを使用してダウンロードするパーティション
を選択し、ENT キーを押します。IPL メニューのパーティションについては、表 6-2 を参照してくださ
い。

プラットフォームパーティションまたはアプリケーションパーティションのサイズが変更され
た場合は、まず新しいパーティションテーブルをダウンロードしてください。

6. IPL では、ファイルのダウンロードに使用できる方法を一覧した［Select Transport］ メニューが表示され
ます。

図 6-13　［Select Transport］ メニュー

7. 上下のスクロールキーを使用してトランスポート方法に［SD/MMC］ を選択し、ENT キーを押します。

図 6-14　［Select File Name］ メニュー

Select Transport

USB
SD/MMC
ActiveSync Uart - Serial
Previous
Top

Select File Name

10XXC42SPL002.hex
10XXC42XMON1.0.hex
1000-KH0LAXU00.hex
10XXC42APP470006.hex
10XXC42ENOS010006.hex
10XXC42PLAT470006.hex
10XXC42PM1524.hex
10XXC42PTBL470006.hex
Previous
Top
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8. 上下方向のスクロールキーを使用して、ダウンロードするファイルを選択します。

図 6-15　［Download File］ メニュー

9. 上下方向のスクロールキーを使用して、［Download］ を選択します。

10.［Select Transport］ メニューで［ActiveSync Uart - Serial］ を選択した場合、ダウンロードを開始する前に、
［Device Status］ フィールドに［Waiting for Data］ が表示されます。

11.［Select Transport］ メニューで［USB］ を選択した場合は、［Waiting for Download］ メッセージが表示されま
す。 

図 6-16　［Downloading］ 画面

12. 処理が完了すると、［Device Status］ に［Result was Success!］ と表示されます。エラーが発生した場合は、
そのエラーの原因が表示されます。

図 6-17　ダウンロードの完了画面

13. ENT キーを押して IPL メニューに戻り、次にダウンロードするパーティションを選択します。

14. IPL を終了するには、IPL メニューから［System Reset］ 項目を選択します。

Download File?

Download
Cancel
Show Parrms
Previous
Top

Downloading . . . .

Application

via SD/MMC 
10XXC42APP470006.hex
##____________________ 10%

Downloading:
"Partition Name"
via "Device Parameters"
Result was: Success!
Press any key to 

continue
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TCM のエラーメッセージ
［Execute］ ボタンをクリックすると、TCM がパーティションテーブル内のセルを検証します。赤色に強調表示
されたセルには、エラーが含まれています。すべてのエラーが修正されるまで、パーティションのロードは無
効になります。 

表 6-3　TMC エラーメッセージ

エラー 説明 / 解決策

Failed to build images: flash file system 
DLL not loaded!

TCM が、ダウンロード先フラッシュファイルシステム用のイメージをビルドす
るために必要な DLL をロードできませんでした。TCM を再インストールするか、
その DLL を復旧してください。

Failure finding directory xxx ディレクトリ xxx が見つからなかったため、ビルド処理が失敗しました。 

Failure creating volume TCM が特定のディスクボリュームを作成できなかったため、ビルド処理が失敗
しました。

Failure adding system file to image TCM がディスクイメージに特定のシステムファイルを追加できなかったため、
ビルド処理が失敗しました。 

INVALID PATH ビルドするイメージファイルのパスが無効です。

Nothing Selected To Build ［Configure Build］ ウィンドウでビルド対象の項目が選択されていません。

Illegal ESS ID ［Build ESSID Partition］ ウィンドウで ESS ID が入力されなかったか、入力された 
ESS ID が正しくありませんでした。

Disk Full TCM が、選択されたパスにおける Hex イメージファイルの作成に失敗しました。
利用可能なディスク領域を確認してください。

Target Disk Full TCM が特定のディスクボリュームのイメージにファイルを追加できなかったた
め、ビルド処理が失敗しました。いくつかのファイルを削除するか、ディスクサ
イズを増やしてください。

Hex file is READ ONLY 作成する Hex イメージファイルはすでに存在しており、読み取り専用になって
います。既存のファイルを削除するか、その属性を変更してください。

Error opening the file xxx with write 
access

TCM がファイル xxx を書き込みアクセスで開けませんでした。ファイルが使用
中でないか確認してください。

Failure creating binary file TCM が中間バイナリファイルのオープン / 作成に失敗しました。

Hex File To load is missing or invalid ［Load Terminal］ ウィンドウでロード対象として選択したファイルのステータス
が無効です。

Could not locate terminal name in 
TCM.ini file

TCM が、［Script Properties］ ウィンドウのロード時に、現在開いているスクリプ
トによって指定されたモバイルコンピュータの種類（MC1000） に対応する 
TCM.ini セクションを見つけることができませんでした。TCM.ini とスクリプト
ファイルのいずれかが無効です。

Incorrect disk sizes in TCM.ini file スクリプトで指定されている合計ディスクサイズが、対応する TCM.ini セクショ
ンで定義されている合計ディスクサイズに一致しません。スクリプトが破損して
いないか、またはスクリプトの作成後に TCM.ini が変更されていないかを確認し
てください。 

INVALID DIRECTORY ［Script Properties］ ウィンドウで選択したシステムファイルパスが、有効なディ
レクトリではありません。

One of the disk sizes is one sector in size［Script Properties］ ウィンドウ内のいずれかのディスクのサイズが小さすぎます
（サイズが 1 セクタ）。これにより、イメージのビルド時に問題が発生する可能性
があります。特に、緩衝機能が有効になっている場合はその可能性が高くなりま
す。ディスクサイズを増やしてください。

INVALID VOLUME NAME ［Script Properties］ ウィンドウ内のボリュームラベルのいずれかが無効です。 
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Corrupt TCM.INI file!(Invalid value of 
VolumeDivisor)

TCM.ini 内の VolumeDivisor エントリが、見つからないか無効です。TCM を再イ
ンストールするか、TCM.ini を復旧してください。

Invalid version of TCM script file この TCM スクリプトは、このバージョンの TCM で作成されたものではありませ
ん。

Corrupt or missing TCM.ini file TCM が TCM.ini ファイルを見つけることができませんでした。

FAILED CONNECTION TO COM PORT 
(Could not get status)

MC1000 へのイメージのダウンロード中に、選択された COM ポートに TCM が
接続できませんでした。その COM ポートが空いていること、および適切に構成
されていることを確認してください。

FAILED CONNECTION TO TERMINAL 
(Terminal Not Connected Properly/
Terminal Not Ready to Receive)

イメージのダウンロード中に、TCM が MC1000 に接続できませんでした。正し
いフロー制御プロトコルが選択されていること、および MC1000 が適切に接続さ
れており、かつ待機状態になっていることを確認してください。

表 6-3　TMC エラーメッセージ（続き）

エラー 説明 / 解決策
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IPL エラー検出
IPL はデータ受信時に、データを正しく受信できるように様々なデータチェックを実行します。IPL は、エラー
を検出すると即時にダウンロードを中止し、エラー画面でそのエラーについて報告します。

エラー画面は実行されるアクションによって異なります。下図の例に示すようなエラー画面が表示されること
もあります。

図 6-18　IPL エラー画面

いずれかのキーを押すと、このエラーメッセージ画面は消えます。画面が認識されたら、IPL は［Initial 
Program Loader］ メインメニューに戻り、新しい選択に対する待機モードに入ります。

可能性のあるエラー原因を見つけるには、表 6-4 で、画面上に表示されるエラー番号またはエラーテキスト、
あるいはその両方に基づいてエラーを特定します。

Downloading:
Platform

via Serial Port 115200
Error # -2 : Messages:
Cancelled by user

Press any key to 
continue

表 6-4　IPL エラー

エラーテキスト エラー番号 可能性のある原因

Unknown error -1 一般的なエラーが発生しました。ダウンロードを再度試みてください。エラーが
引き続き発生する場合は、ハードディスクの故障が原因である可能性が高いので、
MC1000 を修理に出してください。

Cancelled by user -2 ユーザがダウンロードを取り消しました。

Can't open the source -7 ソースデバイス（無線カードとシリアルポートのいずれか） のオープン時にエラー
が発生しました。ソースデバイスの接続を確認した後、再度試みてください。

Can't open the destination -8 ダウンロード先デバイス（フラッシュ ROM と Power Micro のいずれか） のオープ
ン時にエラーが発生しました。ダウンロードを再度試みてください。エラーが引
き続き発生する場合は、ハードディスクの故障が原因である可能性が高いので、
MC1000 を修理に出してください。

Can't read from the source 
device

-9 ソースデバイス（無線カードとシリアルポートのいずれか） から読み取れませんで
した。ソースデバイスの接続を確認した後、再度試みてください。

Can't write to the 
destination device

-10 ダウンロード先のデバイス（フラッシュ ROM または Power Micro） に書き込めま
せんでした。ダウンロードを再度試みてください。エラーが引き続き発生する場
合は、ハードディスクの故障が原因である可能性が高いので、MC1000 を修理に
出してください。
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Transmission checksum 
error

-11 ソースデバイス（無線カードとシリアルポートのいずれか） からの転送中にエラー
が発生し、チェックサムのチェックが失敗しました。ソースデバイスの接続を確
認した後、再度試みてください。

Readback checksum error -12 ダウンロード先デバイスに書き込まれたデータの再読み取りから生成された
チェックサムが、正しくありません。転送中のエラーか、またはダウンロード先
デバイスへの書き込みエラーが原因である可能性があります。

There is no more heap 
space available

-14 ダウンロード手順で利用可能なヒープ領域が、これ以上ありません。IPL を再起動
し、ダウンロードを再度試みてください。エラーが引き続き発生する場合は、ダ
ウンロード対象の詳細情報を用意したうえで、保守担当者に連絡してください。

Insufficient data available 
to complete record

-21 Symbol Hex ファイルのダウンロードを試みましたが、この Hex ファイルは無効
です。ファイルが Symbol Hex ファイル形式になっているか確認してください。

Invalid Symbol HEX file -23 Symbol Hex ファイルのダウンロードを試みましたが、この Hex ファイルは無効
です。ファイルが Symbol Hex ファイル形式になっているか確認してください。

Unrecognized or 
unsupported HEX record

-24 ダウンロード中の Symbol Hex ファイル内に、無効な Hex レコードまたは認識で
きない Hex レコードが含まれています。ファイルが適切な Symbol Hex ファイル
形式になっているか確認してください。

Invalid data in HEX file -25 ダウンロード中の Symbol Hex ファイル内に無効なデータが含まれています。ファ
イルが有効な Hex データを含む適切な Symbol Hex ファイル形式になっているか
確認してください。

Exceeded max size -26 ダウンロードファイルが大きすぎて、割り当て領域に収まりません。ファイルを
小さくするか、パーティションテーブルを変更して割り当て領域を増やしてくだ
さい。

Partition is not valid on this 
device

-27 ダウンロード対象のファイルが指定するパーティションエントリが、このデバイ
ス上に存在しません。このデバイスで有効なファイルのみをダウンロードするか、
その新しいファイルがこのデバイスで有効になるようにパーティションテーブル
を変更してください。

Wrong destination code -28 メインメニューで特定のパーティション（自動選択以外） が選択しましたが、ダウ
ンロード対象として選択したファイルは、それとは別のパーティション用のもの
でした。メインメニューで選択したパーティションがダウンロード対象として選
択したファイルと一致しているか確認してください。

File type does not support 
IPL Auto Select

-29 Monitor、Power Micro、Partition Table は Auto Select ではロードできません。適切
な領域を選択した後、再度試みてください。

Non-contiguous record 
found

-30 Symbol Hex ファイルのダウンロードを試みましたが、この Hex ファイルは無効
です。ファイルが Symbol Hex ファイル形式になっているか確認してください。

Timed Out - No data -31 IPL がソースデバイスからのデータの到着を待っていましたが、データを受信する
前にタイムアウトが発生しました。ソースデバイスの接続を確認した後、再度試
みてください。

Fail: Buffer Overrun -32 シリアルポートデバイスが受信データの速度に対応できませんでした。通信速度
を低くして、シリアルダウンロードを再度試みてください。

Partition Table not Valid -33 フラッシュメモリのサイズが、パーティションテーブル内に記述されているサイ
ズと異なります。正しいパーティションテーブルファイルを使用してダウンロー
ドを再度試みてください。

Invalid file format -34 ファイル形式が無効です。IPL は Symbol Hex ファイルのみをサポートします。

表 6-4　IPL エラー（続き）

エラーテキスト エラー番号 可能性のある原因
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スプラッシュ画面の作成
MC1000 DCP には、MC1000 のデフォルトのスプラッシュ画面を作成するために使用するソースビットマップ
ファイルが含まれています。これらのファイルは、任意の標準の Windows イメージエディタを使用してカスタ
マイズできます。

カスタムスプラッシュ画面を作成するには、以下の手順に従います。

1. イメージエディタを使用して、Series 1000 DCP に付属の Splashmono.bmp ファイルを開きます。

2. ビットマップファイルを変更して保存します。

3. 6-8 ページの「イメージのビルド」に示された手順に従って、スプラッシュパーティションを作成しま
す。 

スプラッシュ画面の形式
スプラッシュ画面を新規作成するときにデフォルトのファイルを使用しない場合は、必ずイメージ形式を保存
するようにします。形式は次のようになります。

TCM と IPL を使用してスプラッシュ画面をロードする方法については、6-9 ページの「ヘキサイメージのダウ
ンロード」を参照してください。

フラッシュストレージ
Windows CE MC1000 には、RAM ベースの標準ストレージに加え、フラッシュベースの不揮発性ストレージ領域
も装備されています。この領域に格納されたデータ（パーティション） は、コールドブート時にも消去されませ
ん。このフラッシュ領域は、「フラッシュファイルシステム（FFS） パーティション」と「非 FFS パーティショ
ン」の 2 つに分類できます。

FFS パーティション
MC1000 には 2 つの FFS パーティションが含まれています。これらのパーティションは、OS ファイルシステム
がファイルの読み書きを行えるハードドライブとして MC1000 から認識されます。電源を切断してもデータは
保持されます。

これら 2 つの FFS パーティションは、Windows CE ファイルシステム内では次のような異なる 2 つのフォルダと
して表示されます。

• Platform: Platform FFS パーティションには、シンボル社が提供するプログラムと DLL (Dynamic Link 
Library) が含まれています。この FFS は、システムの動作を制御する DLL を含むように構成されていま
す。これらはドライバは MC1000 の基本動作に欠かせないものであるため、熟練したユーザ以外はこの
パーティションの内容を変更しないでください。

• Application: Application FFS パーティションは、MC1000 の各種操作に必要なアプリケーションプログラ
ムを格納するために使用されます。

表 6-5　スプラッシュ画面の形式

画面の種類 寸法 カラー形式

モノクロ 216 x 240 8 ビット / ピクセル（bpp）
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FFS パーティションの操作
FFS パーティションは、Windows CE ファイルシステムではフォルダとして表示されるため、他のフォルダと同
様に読み書きを行えます。たとえば、アプリケーションプログラムは、Windows フォルダの場合と同じように、

［Application］ フォルダのファイルにデータを書き込むことができます。ただし、［Application］ フォルダのファ
イルは不揮発性ストレージ内にあるため、コールドブート時（長時間電源を切断する場合など） にもデータが失
われることはありません。

FFS パーティションとの間でファイルのコピーを行うには、ActiveSync などの標準ツールを使用します。
ActiveSync エクスプローラでは、これらは［Application］ フォルダおよび［Platform］ フォルダとして表示されま
す。このことは、MC1000 にアプリケーションをインストールする場合に役立ちます。［Application］ フォルダ内
に格納されたアプリケーションは、Demo 1000 プログラムがメモリ内に保持されるのと同様に、MC1000 のコー
ルドブート時でも保持されます。

開発者がコールドブートの直後に MC1000 を構成するのを支援するために、Windows CE イメージには 
RegMerge と CopyFiles の 2 つのデバイスドライバが含まれています。

RegMerge.dll
RegMerge.dll は、Windows CE レジストリの変更を可能にする内蔵ドライバです。RegMerge.dll はコールドブー
ト時に、ブート処理のごく初期段階で実行され、特定のフラッシュファイルシステムのフォルダ内でレジスト
リファイル（.reg ファイル） を検索します。続いて、レジストリ変更を RAM 内のシステムレジストリにマージ
します。

レジストリは、コールドブートのたびにデフォルトの ROM イメージから作成し直されます。このため、コール
ドブート後もレジストリ変更を維持するために、RegMerge ドライバが必要となります。

RegMerge は、次の順番で 2 つのフォルダのルート内で .reg ファイルを検索するように構成されています。

\Platform

\Application

RegMerge は、すべてのフォルダを確認し終えるまで .reg ファイルの検索を続けます。これにより、リストの後
の方に出現しているフォルダによって先に出現しているフォルダを上書きすることができます。Platform パー
ティションフォルダで行われたレジストリ変更は、この方法で上書きすることができます。RegMerge によるレ
ジストリ変更は慎重に行ってください。MC1000 DCP には、.reg ファイルのサンプルが含まれています。

RegMerge が .reg ファイルのマージを行うのは、コールドブート時のみです。ウォームブート
時にはマージ処理は省略されます。

通常は、RegMerge よりも前にロードするドライバのレジストリ値は変更しないでください。ただし、ソフト
ウェア開発中にこれらの値を変更する必要が生じる場合があります。先にロードするこれらのドライバは、
RegMerge がキーを変更する前にこれらのキーを読み取るため、MC1000 のコールドブートを行う必要がありま
す。ウォームブートではレジストリの再初期化は実行されないため、先にロードするドライバは新しいレジス
トリ値を読み取ります。

RegMerge を使用して、内蔵ドライバのレジストリ値を変更したり、同じレジストリ値を同一フォルダ内の 2 つ
のファイルにマージすることは絶対に避けてください。この場合、機器の動作が不安定になります。

CopyFiles
Windows CE では、揮発性ストレージに格納された Windows フォルダ内に特定のファイルが存在することを前提
としています。Windows CE は揮発性ストレージ内のシステムレジストリを保守します。CopyFiles は、コールド
ブート時にフォルダ間でファイルをコピーします。コールドブート時には、特定の不揮発性パーティション

（Application または Platform） から Windows フォルダまたはその他の揮発性パーティションへファイルがコピー
されます。CopyFiles は、コールドブート時に、FFS パーティション Platform および Application のルート内で 
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.CPY 拡張子を持つファイルを検索します（Platform、Application の順に検索）。これらファイルは、コピー対象
ファイルのコピー元とコピー先の情報が「>」で区切られて含まれるテキストファイルです。ファイル 
application.cpy から抜粋した以下の例は、MC1000 DCP に含まれるデモアプリケーションパーティションに格納
されているものです。これは、シンボル社の Web サイト（http://devzone.symbol.com/） からも取得できます。

フラッシュファイルシステムから Windows フォルダへのファイルのコピーは、コピーファイル（*.cpy） を使用
して次の順番で行われます。

\Platform

\Application

例 :

\Application\ScanSamp2.exe>\Windows\ScanSamp2.exe

この行は、ScanSamp2.exe アプリケーションを \Application フォルダから \Windows フォルダにコピーするよう
に、CopyFiles に指示しています。

非 FFS パーティション
非 FFS パーティションには、MC1000 にあらかじめロードされ、アップグレードが可能な追加のソフトウェア
やデータが含まれています。FFS パーティションと異なり、オペレーティングシステムの稼動中にこれらの
パーティションを目で確認することはできません。また、非 FFS パーティションにはシステム情報も含まれて
います。非 FFS パーティションには次のものがあります。

• Windows CE: フラッシュデバイスには完全な Windows CE オペレーティングシステムが格納されます。
必要に応じて、シンボル社が提供するファイルを使用して OS イメージ全体を MC1000 にダウンロード
します。MC1000 上の現在の OS パーティションは、TCM インストールパッケージの一部として含まれ
ています。アップグレードはすべて シンボル社から入手してください。このパーティションは MC1000 
に必要です。 

• Splash Screen: MC1000 のコールドブート時に、16 Kb より小さく 8 bpp に制限されたビットマップが表示
されます。カスタマイズされた画面をダウンロードして表示する方法については、6-20 ページの「スプ
ラッシュ画面の作成」を参照してください。

8 bpp が適用されるのはスプラッシュ画面イメージのみです。Windows CE が実行されたらカ
ラー密度は 16 bpp になります。

• IPL: このプログラムは、ホストコンピュータとのインターフェースとして機能します。このプログラム
を使用すると、クレードル経由またはシリアルケーブル経由で上記のパーティションの一部またはすべ
てをダウンロードできるほか、更新された IPL もダウンロードできます。更新された IPL のダウンロー
ドは慎重に行ってください。IPL を誤ってダウンロードすると、MC1000 の起動が出来なくなる可能性
があります。IPL は MC1000 に必要です。

• パーティションテーブル : 各パーティションが MC1000 内のどこにロードされているかを特定します。

MC1000 へのパーティションのダウンロード
各パーティションのダウンロード先 Hex ファイルを指定したり、各ファイルを vMC1000 にダウンロードしたり
するには、TCM を使用します。これらのダウンロードには MC1000 に格納されているプログラムローダが必要
です。MC1000 には Initial Program Loader (IPL) と呼ばれるプログラムロードユーティリティが含まれており、
MC1000 の書き込み保護されたフラッシュ内に格納されています。

http://devzone.symbol.com/


Hex イメージの作成とロード 6-23

IPL
IPL によって、ソフトウェア更新または機能強化、あるいはその両方による MC1000 のアップグレードが可能に
なります。

パーティション更新とファイル更新
MC1000 がサポートする更新には、パーティション更新とファイル更新の 2 種類があります。MC1000 はデスク
トップコンピュータ上で使用されるファイルシステムと同じファイルシステムを使用します。ファイルとは、
ファイル名と場所を指定することでアクセスできる、ファイルシステム内のデータ単位のことです。ファイル
を置換すると、そのファイルの元の内容が消去されます。ファイルを更新するにはオペレーティングシステム
が稼動している必要があります。IPL はオペレーティングシステムの稼動を必要としないスタンドアロンプログ
ラムであるため、IPL では個々のファイル更新を実行できません。

通常のパーティションは、特定のストレージ領域を表す単一の「区画」にまとめられた一連のファイルから成
ります。パーティションの一例として、Platform や Application などのフラッシュファイルシステムが挙げられ
ます（デスクトップコンピュータと比較すると、これらのパーティションは C: や D: などのハードディスクドラ
イブに相当します）。これらの「ハードディスク」パーティションに加え、オペレーティングシステム、
Monitor、Splash Screen といった単一の項目用として使用されるパーティションもあります（デスクトップコン
ピュータと比較すると、これらのパーティションは BIOS や特殊な非表示システムファイルに相当します）。
パーティションを更新すると、そのストレージ領域内に以前あったすべてのデータが消去されます。つまり、
それはマージ操作ではなく置換操作となります。パーティションの更新時には通常、IPL がパーティション更新
を実行できるように、オペレーティングシステムは実行されません。

選択したパーティションに対するパーティションイメージは、TCM を使用して作成できます。この Hex ファイ
ルは、TCM によって開発用コンピュータから MC1000 に転送されます。

アップグレード要件
• ダウンロード対象の Hex ファイル（開発用コンピュータ上）

• ホストコンピュータと MC1000 の接続（シリアルまたは無線）

• ファイルをダウンロードするための TCM（開発用コンピュータ上）

これらの要件を満たしたら、IPL を呼び出し、メニューの指示に従って、MC1000 をアップグレードします。
MC1000 への Hex ファイルのダウンロード手順については、6-9 ページの「ヘキサイメージのダウンロード」を
参照してください。
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はじめに
AirBEAM Smart 製品を使用すると、ホストサーバとシンボル社のハンドヘルドデバイス間で特別設計のソフト
ウェアパッケージを転送できます。AirBEAM Smart は、転送前にパッケージバージョンの確認と比較を行うた
め、更新されたパッケージのみがロードされます。

AirBEAM Smart はクライアントデバイスに常駐しており、ソフトウェアの要求、ダウンロード、インストール
のほか、ファイルやステータスデータのアップロードを行うことができます。単一の通信セッションで、ファ
イルのダウンロードとアップロードの両方を実行できます。ネットワーク経由でソフトウェアを転送できるた
め、クライアントソフトウェアを管理する手間が大幅に削減さされます。

AirBEAM Smart システムでは、ネットワークアクセスが可能なホストサーバが、ソフトウェア転送の保管場所
として機能します。AirBEAM Smart Client は、業界標準のファイル転送プロトコルである FTP や TFTP を使用し
て、ホストシステム上で更新の有無を調べ、必要に応じて更新ソフトウェアを転送します。

AirBEAM Package Builder
通常の分散 AirBEAM Smart システムでは、転送されるソフトウェアはパッケージ化されます。通常 AirBEAM 
Smart パッケージは、パッケージ全体の特性と個別のコンポーネントファイルの特性の両方が割り当てられた 1 
組のファイルです。パッケージにはバージョン番号が割り当てられ、更新されたバージョンが利用可能になる
と転送が行われます。

必要に応じて、AirBEAM Smart パッケージには、パッケージのインストールに使用する開発者指定のロジック
を含めることもできます。一般にインストールロジックは、クライアントデバイスのフラッシュイメージを更
新するために使用されます。AirBEAM Smart パッケージの典型的な例としては、カスタマイズされたクライア
ントアプリケーションソフトウェアのパッケージと AirBEAM Smart Client ソフトウェアのパッケージなどが挙
げられます。

これらのパッケージが構築されると、ハンドヘルドデバイスから取得できるように、ホストサーバにインス
トールされます。AirBEAM Package Builder は、AirBEAM パッケージの定義、生成、およびサーバへのインス
トールに使用するユーティリティです。サーバにインストールされたパッケージは、AirBEAM Smart Client 実行
プログラムを含むクライアントデバイスにロードされます。

AirBEAM パッケージの定義、生成、およびサーバへのインストール手順の詳細については、『AirBEAM Package 
Builder Product Reference Guide』（Part No. 72-55769-xx） を参照してください。

AirBEAM Smart Client
AirBEAM Smart Client は MC1000 にインストールされます。これには、サーバのアクセス情報、ダウンロードさ
れるパッケージの名前、およびその他の制御パラメータを構成します。AirBEAM Smart Client が起動すると、
MC1000 は指定された FTP サーバに接続し、指定されたパッケージを探して確認します。パッケージのバー
ジョンが更新されている場合、クライアントは転送を要求します。 

AirBEAM Smart のライセンス
AirBEAM Smart Client は、ライセンス化されたソフトウェア製品です。AirBEAM Smart Client のバージョン同期
機能は、クライアントデバイスに格納されるライセンスキーファイルによって有効化されます。ライセンス
キーファイルは、AirBEAM Smart Client のイメージに組み込むことも、特殊な AirBEAM パッケージにダウン
ロードすることもできます。AirBEAM Smart ライセンスキーファイルには、異なるキーと顧客固有のバナーが
含まれています。このバナーは、AirBEAM Smart Client のバージョン同期ロジックを起動したときに表示されま
す。

MC1000 に含まれる AirBEAM Smart Client パッケージにはライセンスキーが含まれていません。このソフトウェ
アバージョンは、特定の シンボル社 ソフトウェア製品しかダウンロードできないように制限されています。ラ
イセンスキーを購入すれば、カスタムアプリケーションやその他の シンボル社 以外のソフトウェア製品をダウ
ンロードできるようになります。 
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AirBEAM Smart Client の構成
1. ［スタート］ →［プログラム］ →［AirBEAM Client］ の順に選択します。［AirBEAM CE］ ウィンドウが表示

されます。

2. ［File］ →［Configure］ の順に選択します。［AirBEAM］ 構成ウィンドウが表示されます。

図 7-1　AirBEAM Smart 構成ウィンドウ

この構成ウィンドウを使用して、AirBEAM Smart Client の構成を表示および編集します。このダイアログボック
スには、［Packages（1）］、［Packages（2）］、［Server］、［Misc（1）］、［Misc（2）］、［Misc（3）］ の 6 つのタブがあ
り、これらはすべて変更可能です。

［Packages（1）］ タブ

このタブは、AirBEAM Smart 同期処理でロードする 8 つのパッケージのうち、 初の 4 つの
パッケージの名前を指定するために使用されます。指定するパッケージ名は、指定のパッ
ケージサーバ上にあるパッケージに対応している必要があります。

［Packages（2）］ タブ

このタブは、AirBEAM Smart 同期処理でロードする 8 つのパッケージのうち、 後の 4 つの
パッケージの名前を指定するために使用されます。指定するパッケージ名は、指定のパッ
ケージサーバ上にあるパッケージに対応している必要があります。

表 7-1　［Packages（1）］ タブ

フィールド 説明

Package 1 8 つのパッケージの 初のパッケージの名前。このフィールドの指定はオプションです。

Package 2 8 つのパッケージの 2 番目のパッケージの名前。このフィールドの指定はオプションです。

Package 3 8 つのパッケージの 3 番目のパッケージの名前。このフィールドの指定はオプションです。

Package 4 8 つのパッケージの 4 番目のパッケージの名前。このフィールドの指定はオプションです。

表 7-2　［Packages（2）］ タブ

フィールド 説明

Package 5 8 つのパッケージの 5 番目のパッケージの名前。このフィールドの指定はオプションです。

Package 6 8 つのパッケージの 6 番目のパッケージの名前。このフィールドの指定はオプションです。

Package 7 8 つのパッケージの 7 番目のパッケージの名前。このフィールドの指定はオプションです。

Package 8 8 つのパッケージの 8 番目のパッケージの名前。このフィールドの指定はオプションです。

Upload Pkg AirBEAM Smart 同期処理で「アップロードファイル」として処理するパッケージの名前。指定するパッケー
ジ名は、指定のパッケージサーバ上にあるパッケージに対応している必要があります。このフィールドの指
定はオプションです。
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［Server］ タブ

このタブは、パッケージ同期処理でクライアントが接続するサーバの構成を指定するために
使用されます。 

表 7-3　［Server］ タブ

フィールド 説明

［IP Address］サーバの IP アドレス。これは、ホスト名またはドット表記形式の場合があります。 

Directory AirBEAM Smart パッケージ定義ファイルが含まれる、サーバ上のディレクトリ。パッケージの同期処理時に、
このディレクトリからすべての AirBEAM Smart パッケージ定義ファイルが取得されます。

User パッケージの同期処理のログイン段階で使用される FTP ユーザ名。

Password ［User］ フィールドで指定された FTP ユーザの FTP パスワード。ここで指定したパスワードが、パッケージ
の同期処理のログイン段階で使用されます。
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［Misc（1）］ タブ

このタブは様々な機能を構成するために使用されます。 

表 7-4　［Misc（1）］ タブ 

フィールド 説明

Auto-load このドロップダウンリストは、クライアントデバイスのリブート時に AirBEAM Smart Client を起動する方法
を指定するために使用されます。以下の選択オプションがあります。

Disable: ブートシーケンスで AirBEAM Smart Client は自動的に起動しません。

Interactive: ブートシーケンスで AirBEAM Smart Client が自動的に起動します。パッケージ同期処理が自
動的に開始されます。［Synchronization］ ダイアログボックスが表示され、処理が完了したら［OK］ ボ
タンを押すように求められます。

Non-interactive: ブートシーケンスで AirBEAM Smart Client が自動的に起動します。パッケージ同期処
理が自動的に開始されます。［Synchronization］ ダイアログボックスが表示されますが、処理が完了し
たときに［OK］ ボタンを選択することは求められません。［Synchronization］ ダイアログは自動的に終
了します。

Background: ブートシーケンスで AirBEAM Smart Client が自動的に起動します。パッケージ同期処理が
自動的に開始されます。同期処理の発生時には何も表示されません。

RAM 
Management

このチェックボックスでは、パッケージ同期処理時に自動 RAM 管理を有効にするかどうかを指定します。 
有効にすると、空きディスク領域の不足によりパッケージをダウンロードできない場合に、RAM 管理ロ
ジックが呼び出されます。RAM 管理ロジックは、クライアント上に存在するすべての破棄可能な AirBEAM 
Smart パッケージを削除しようとします。 

Suppress 
Separator

このチェックボックスでは、クライアントによって生成されるサーバパッケージ定義ファイルに名前をつけ
るときに、ファイルパス区切り文字の挿入を抑制するかどうかを指定します。

このパラメータを有効にすると、パッケージへの .apd の追加も無効になります。この機能は、ファイルパ
スの区切り文字がピリオドである AS/400 システムに便利です。この機能を有効にすると、サーバパッケー
ジ定義ファイルの名前を構築するときに、サーバディレクトリ（［Directory］） とパッケージ名（［Package 
1］、［Package 2］、［Package 3］、および［Package 4］） がそのまま追加されます。 
この機能を無効にすると、サーバパッケージ定義ファイルの名前を構築するときに、サーバディレクトリ
（［Directory］） とパッケージ名（［Package 1］、［Package 2］、［Package 3］、および［Package 4］） の区切り
に標準のファイルパス区切り文字が使用されます。さらに、拡張子 .apd が自動的に追加されます。

TFTP このチェックボックスでは、TFTP プロトコルを使用してファイルをダウンロードするかどうかを指定しま
す。デフォルトでは、AirBEAM Smart Client は FTP プロトコルを使用します。

WNMS このチェックボックスでは、各バージョン同期の終了時に AirBEAM Smart Client によって WNMS 情報ファ
イルをアップロードするかどうかを指定します。
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［Misc（2）］ タブ

このタブは様々な機能を構成するために使用されます。 

表 7-5　［Misc（2）］ タブ 

フィールド 説明

Auto-retry このフィールドは、同期処理でエラーが発生した場合に、AirBEAM Smart Client が自動的に再試行するか
どうかを指定するために使用されます。 
この機能を有効にすると、AirBEAM Smart Client によって再試行を示すポップアップダイアログが表示さ
れます。このポップアップダイアログは、［Retry Delay］ フィールドで指定した秒数だけ表示されます。 
このフィールドで有効な値は、次のとおりです。

-1: AirBEAM Smart Client は無制限に自動的に再試行します。

0: AirBEAM Smart Client は自動的に再試行しません。

-0: AirBEAM Smart Client は指定された回数まで自動的に再試行します。

Retry Delay このフィールドには、同期に失敗してから AirBEAM Smart Client が自動的に再試行を開始するまでの待機
時間（秒） を指定します。

In-use Test このチェックボックスでは、ファイルをダウンロードする前にファイルが使用中かどうかを確認する 
AirBEAM Smart Client のテストを行うかどうかを指定します。［In-use Test］ 機能を有効にすると、
AirBEAM Smart Client は、使用中のすべてのファイルの一時的なコピーをダウンロードします。使用中の
一時的なファイルがダウンロードされると、AirBEAM Smart Client はクライアントを自動的にリセットし
て、使用中のファイルのコピーを完了します。［In-use Test］ 機能を無効にすると、ダウンロードファイル
が使用中の場合、同期処理は失敗します（-813）。 

Wait Welcome このチェックボックスでは、リセット後に、［WELCOME］ ウィンドウが終了してから、AirBEAM Smart 
Client が自動的に同期処理を開始するかどうかを指定します。

Close Apps このチェックボックスでは、AirBEAM Smart Client がモバイル機器をリセットする前に、非システムアプ
リケーションの終了を自動的に試みるかどうかを指定します。有効にすると、AirBEAM Smart Client は、
モバイル機器をリセットする前にすべての非システムアプリケーションに WM_CLOSE メッセージを送信
します。この機能により、アプリケーションは、保留中のリセットに対して準備を行う（開いているファ
イルを閉じる） ことができます。
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［Misc（3）］ タブ 
このタブは様々な機能を構成するために使用されます。 

サーバとの同期
同期処理が開始されると、AirBEAM Smart Client は、AirBEAM Smart Client 構成を使用して FTP セッションを開
こうとします。接続が完了すると、クライアントは指定されたパッケージを処理します。パッケージがロード
されるのは、指定されたパッケージのサーババージョンが、クライアントにロードされているバージョンと異
なる場合だけです。アップロード処理が完了すると、AirBEAM Smart Client はサーバとの FTP セッションを閉
じます。 

AirBEAM Smart Client は、サーバとの FTP セッションをユーザが指示したタイミングで手動で開始することも、
自動的に開始することもできます。

手動による同期

1. AirBEAM Smart Client を構成します。詳細については、「 AirBEAM Smart Client の構成」を参照してく
ださい。

2. AirBEAM CE メインウィンドウで［File］ →［Synchronize］ の順に選択します。 
3. 接続が完了すると、［AirBEAM Synchronize］ ウィンドウが表示されます。

• ステータスリストには、同期処理の進行状況を示すステータスメッセージが表
示されます。

• メインメニューに戻るには、［OK］ を選択します。このボタンは、同期処理が完
了するまで非アクティブの状態になります。

• 同期処理を再開するには、［Retry］ を選択します。このボタンは、同期処理中に
エラーが発生した場合にのみアクティブになります。 

自動同期

AirBEAM Smart Client が自動的に起動するように構成するには、［Misc（1）］ 設定タブを使用します。「 ［Misc
（1）］ タブ」を参照してください。自動同期を設定する場合は、［Auto-load］ ドロップダウンリストで、クライア
ントデバイスのリブート時に AirBEAM Smart Client を自動的に起動する方法を指定します。自動同期を有効に
する手順については、「 ［Misc（1）］ タブ」を参照してください。

表 7-6　［Misc（3）］ タブ 

フィールド 説明

Use DHCP 
server

このチェックボックスコントロールでは、AirBEAM Smart Client が DHCP 応答オプション 66 を使用して
FTP/TFTP サーバの［IP address］ を指定するかどうかを指定します。

有効にすると、DHCP サーバによって［TFTP server name］ フィールド（オプション 66） を返すときにレ
ジストリ設定が必要となります。この特殊なレジストリ設定は、レジストリの初期化ファイルに含まれて
いますが、コメント行となっています。

Use DHCP 
bootfile

このチェックボックスコントロールでは、AirBEAM Smart Client が DHCP 応答オプション 67 を使用してパ
ラメータ［Package］ と［Package 1］ を指定するかどうかを指定します。

有効にすると、DHCP サーバによって［Bootfile name］ フィールド（オプション 67） を返すときに、特殊
なレジストリ設定が必要となります。この特殊なレジストリ設定は、レジストリの初期化ファイルに
（essid_xxxx_yy.reg） 含まれていますが、コメント行となっています。

Passive Mode このチェックボックスでは、Client がパッシブモード FTP を使用するかどうか指定します。TFTP プロト
コルが使用される場合、この設定は無視されます。
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AirBEAM Smart ステージング
AirBEAM Smart ステージングサポートは、カスタムのオペレーティングソフトウェアまたは更新されたオペ
レーティングソフトウェアを製造現場からモバイルデバイスに直接ステージングするための処理を高速かつ簡
単にすることを目的としています。このステージングサポートは、AirBEAM Smart CE Client の一部として 
MC1000 に統合されています。 

AirBEAM Smart サポートは、AirBEAM Client 構成を既知の値にデフォルト設定し、AirBEAM Smart のパッケー
ジダウンロードロジックを起動することで機能します。ステージング環境として、RF ネットワーク、FTP サー
バ、AirBEAM Smart パッケージなどを設定する必要があります。理想的には、ステージングネットワークと
サーバを、AirBEAM ステージングのデフォルトのクライアント構成と一致するように設定することが望まれま
す。

AirBEAM Smart ステージングユーティリティを起動するには、［Series 3000 Demo］ 画面の［Files］ アイコンを選
択し、［\Platform\AirBeam\］ を選択して abstage.lnk ファイルをダブルタップします。

AirBEAM ステージングサポートには次のような利点があります。

• RF ネットワーク経由で多くのデバイスを同時にロードできます。

• AirBEAM ステージングユーティリティによって、単純な単一のダイアログユーザインターフェースが
提供されるので、ソフトウェアのインストール処理を迅速に開始できます。
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はじめに

この章では、MC1000 のクリーニングおよび保管手順のほか、その稼働中に発生する可能性のある問題の解決
方法について説明します。

MC1000 の保守
MC1000 を使用するときには、故障がないように以下の点に注意してください。

• MC1000 は防水 / 防塵設計になっていますが、長時間にわたって雨や湿気に曝すことは避けるようにし
てください。一般に、モバイルコンピュータはポケット電卓などの小型電子機器と同じように取り扱っ
てください。

• MC1000 の画面にはガラスが使用されています。落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 
• MC1000 を極端に高い温度または低い温度の下に曝さないようにしてください。暑い日に車のダッシュ

ボートに放置しないようにし、熱源から遠ざけるようにしてください。

• 極度に埃の多い場所や、湿気の多い場所、濡れた場所での MC1000 の使用や保管は避けてください。

• MC1000 をクリーニングする場合は、柔らかい眼鏡クロスを使用してください。MC1000 の画面が汚れ
た場合は、水で薄めた窓拭き用洗剤を湿らせた柔らかい布で拭いてください。
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トラブルシューティング

MC1000（本体）

表 8-1　MC1000（本体） のトラブルシューティング

問題 原因 対処法

MC1000 の電源が入らな
い。

メインバッテリが充電さ
れていない。

MC1000 のメインバッテリを充電するか、バッテリを交換してください。

メインバッテリが正しく
取り付けられていない。

バッテリを正しく取り付けてください詳細については、1-4 ページの「メ
インバッテリの取り付け」を参照してください。

システムがクラッシュし
ている。

ウォームブートを実行します。それでも MC1000 の電源が入らない場合
は、コールドブートを実行します詳細については、1-9 ページの
「MC1000 のウェイクアップ」を参照してください。

充電式のメインバッテリ
が充電されていない。

バッテリが故障している。 バッテリを交換してください。それでも MC1000 が動作しない場合は、
まずウォームブートを実行し、次にコールドブートを実行します詳細に
ついては、1-9 ページの「MC1000 のウェイクアップ」を参照してくださ
い。

バッテリの充電中に 
MC1000 をクレードルか
ら取り外した。 

MC1000 をクレードルに差し込み、充電を開始してください。標準のメ
インバッテリのフル充電には 大で 4 時間、長寿命のメインバッテリの
フル充電には 大で 6 時間かかります。

バッテリの温度が範囲を
超えている。

バッテリの温度が 0°C を下回ったり、40°C を超えたりすると、バッテリ
は充電されません。

画面に文字が表示されな
い。

MC1000 の電源が入って
いない。

電源ボタンを押してください。

データ通信時に、データ
が送信されない、または
データの送信が不完全で
ある。

通信中に MC1000 をク
レードルから取り外した
か、ホストコンピュータ
から外した。

MC1000 をクレードルにセットするか、ケーブルを再度取り付けた後、
再送信します。

ケーブルの構成が不適切
である。

詳細については、システム管理者に確認してください。

通信ソフトウェアが正し
くインストールまたは構
成されていない。

第 3 章 「ActiveSync」の手順に従ってセットアップを行います。

MC1000 から音が出な
い。

音量の設定が低いか、オ
フになっている。

音量設定を調節します。

MC1000 の電源が切れて
しまう。

MC1000 を使用していな
い。

MC1000 は、一定時間使用していないと電源が切れる仕組みになってい
ます。この期間は、1 ～ 5 分の範囲内で 1 分間隔で設定できます。

バッテリが消耗している。 バッテリを交換してください。

バッテリが正しく取り付
けられていない。

バッテリを正しく取り付けてください。詳細については、1-4 ページの
「メインバッテリの取り付け」を参照してください。

MC1000 のメモリが一杯
であることを示すメッ
セージが表示される。

MC1000 に保存されてい
るファイルが多すぎる。

使用していないメモや記録を削除してください。必要な場合は、それら
の記録をホストコンピュータに保存します。

MC1000 にインストール
されているアプリケー
ションが多すぎる。

使用していないインストール済みアプリケーションを MC1000 から削除
し、メモリを解放します。
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MC1000 がスキャン入力
を受け付けない。

スキャンアプリケーショ
ンがロードされていない。

スキャンアプリケーションが MC1000 にロードされているかどうか確認
します。詳細については、システム管理者に確認してください。

バーコードが読み取れな
い。

バーコードシンボルが汚れていないか確認してください。

スキャンウィンドウと
バーコードとの距離が不
適切である。

MC1000 が正しいスキャン範囲内にあるか確認してください。

MC1000 がその種類の
バーコード用にプログラ
ムされていない。

スキャンする種類のバーコードを受け付けるように MC1000 がプログラ
ムされているかどうか確認します。 

ビープ音が鳴るように 
MC1000 がプログラムさ
れていない。

正常にデコードしたときにビープ音が鳴るようにアプリケーションが設
定されているかどうか確認します。

バッテリ残量が少ない。 バッテリの残量を確認してください。バッテリの残量が少なくなると、
MC1000 は自動的にサスペンドモードになります。

表 8-1　MC1000（本体） のトラブルシューティング（続き）

問題 原因 対処法
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シングルスロットシリアル /USB クレードル

表 8-2　シングルスロットシリアル /USB クレードルのトラブルシューティング 

症状 可能性のある原因 操作

MC1000 または予備バッ
テリをセットしても充電 
LED が点灯しない（図 2-
1 を参照）。

クレードルに電力が供給されていな
い。

電源ケーブルがクレードルと AC 電源の両方にしっかりと接
続されているか確認します。

MC1000 がクレードルに正しくセッ
トされていない。

MC1000 をクレードルから取り出してセットし直し、正しく
セットされたことを確認します。 

予備バッテリがクレードルに正しく
セットされていない。

予備バッテリを充電スロットから取り出してセットし直し、
正しくセットされたことを確認します。バッテリ上の極性ア
イコンに注意してください。

バッテリの温度が範囲を超えている。 バッテリの温度が 0°C を下回ったり、40°C を超えたりする
と、バッテリは充電されません。

MC1000 のバッテリが充
電されていない。

クレードルから MC1000 を取り出し
たり、クレードルから AC 電源を取
り外したりするのが早すぎた。

クレードルに電力が供給されているかどうか確認します。
MC1000 が正しくセットされているかどうか確認します。
MC1000 のバッテリが完全に消耗している場合は、リチウム
イオンバッテリをフル充電するのに 大で 4 時間かかります。

バッテリが故障している。 他のバッテリが正常に充電されるかどうか確認します。正常
であれば、その故障したバッテリを交換します。

MC1000 がクレードルに完全にセッ
トされていない。

MC1000 をクレードルから取り出してセットし直し、正しく
セットされたことを確認します。 

バッテリの温度が範囲を超えている。 バッテリの温度が 0°C を下回ったり、40°C を超えたりする
と、バッテリは充電されません。

予備バッテリが充電され
ていない。

バッテリが充電スロットに完全に
セットされていない。 

予備バッテリをクレードルから取り出してセットし直し、正
しくとセットされたことを確認します。バッテリ上の極性ア
イコンに注意してください。

バッテリのセット方法が間違ってい
る。 

端子が下に向いた状態で、クレードルの背面に向けてセット
されていることを確認します。バッテリ上の極性アイコンに
注意してください。

バッテリが故障している。 他のバッテリが正常に充電されるか確認します。正常であれ
ば、その故障したバッテリを交換します。

バッテリの温度が範囲を超えている。 バッテリの温度が 0°C を下回ったり、40°C を超えたりする
と、バッテリは充電されません。

データ通信時に、データ
が送信されない、または
データの送信が不完全で
ある。

通信中に、MC1000 がクレードルか
ら取り出された。

再度 MC1000 をクレードルにセットし、再送信します。

ケーブルの構成が不適切である。 詳細については、システム管理者に確認してください。

通信ソフトウェアがインストールさ
れていないか、正しく構成されてい
ない。

2-11 ページの「通信」の手順に従ってセットアップを行いま
す。
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4 スロット USB クレードル

表 8-3　4 スロット USB クレードルのトラブルシューティング 

症状 可能性のある原因 操作

MC1000 をセットしても
充電 LED が点灯しない

（図 2-1 を参照）。

クレードルに電力が供給されていな
い。

電源ケーブルがクレードルと AC 電源の両方にしっかりと接
続されているか確認します。

MC1000 がクレードルに正しくセッ
トされていない。

MC1000 をクレードルから取り出してセットし直し、正しく
セットされたことを確認します。 

バッテリの温度が範囲を超えている。 バッテリの温度が 0°C を下回ったり、40°C を超えたりする
と、バッテリは充電されません。

MC1000 のバッテリが充
電されない。

クレードルから MC1000 を取り出し
たり、クレードルから AC 電源を取
り外したりするのが早すぎた。

クレードルに電力が供給されているかどうか確認します。
MC1000 が正しくセットされているかどうか確認します。
MC1000 のバッテリが完全に消耗している場合は、リチウム
イオンバッテリをフル充電するのに 大で 4 時間かかります。

バッテリが故障している。 他のバッテリが正常に充電されるかどうか確認します。正常
であれば、その故障したバッテリを交換します。

MC1000 がクレードルに完全にセッ
トされていない。

MC1000 をクレードルから取り出してセットし直し、正しく
セットされたことを確認します。 

バッテリの温度が範囲を超えている。 バッテリの温度が 0°C を下回ったり、40°C を超えたりする
と、バッテリは充電されません。

データ通信時に、データ
が送信されない、または
データの送信が不完全で
ある。

通信中に、MC1000 がクレードルか
ら取り出された。

再度 MC1000 をクレードルにセットし、再送信します。

ケーブルの構成が不適切である。 詳細については、システム管理者に確認してください。

通信ソフトウェアがインストールさ
れていないか、正しく構成されてい
ない。

2-11 ページの「通信」の手順に従ってセットアップを行いま
す。
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ケーブル

表 8-4　ケーブルのトラブルシューティング 

症状 可能性のある原因 操作

MC1000 をセットしても 
MC1000 の充電 LED が
点灯しない。

ケーブルに電力が供給されて
いない。

電源ケーブルがケーブルと AC 電源の両方にしっかりと接続されてい
るか確認します。

MC1000 がケーブルに正しく
セットされていない。

MC1000 をケーブルから取り出してセットし直し、正しくセットされ
たことを確認します。 

バッテリの温度が範囲を超え
ている。

バッテリの温度が 0°C を下回ったり、40°C を超えたりすると、バッテ
リは充電されません。

MC1000 のバッテリが充
電されない。

ケーブルから MC1000 を取
り出したり、ケーブルから 
AC 電源を取り外したりする
のが早すぎた。

ケーブルに電力が供給されているかどうか確認します。MC1000 が正
しくセットされているかどうか確認します。MC1000 のバッテリが完
全に消耗している場合は、バッテリをフル充電するのに 大で 4 時間
かかります。

バッテリが故障している。 他のバッテリが正常に充電されるかどうか確認します。正常であれば、
その故障したバッテリを交換します。

MC1000 がケーブルに完全に
セットされていない。

MC1000 をケーブルから取り出してセットし直し、正しくセットされ
たことを確認します。 

バッテリの温度が範囲を超え
ている。

バッテリの温度が 0°C を下回ったり、40°C を超えたりすると、バッテ
リは充電されません。

データ通信時に、データ
が送信されない、または
データの送信が不完全で
ある。

通信中に、ケーブルが 
MC1000 から取り外された。

ケーブルを MC1000 に再度取り付けた後、再送信します。

ケーブルの構成が不適切であ
る。

詳細については、システム管理者に確認してください。

通信ソフトウェアがインス
トールされていないか、正し
く構成されていない。

第 3 章 「ActiveSync」の手順に従ってセットアップを行います。
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技術仕様

MC1000（本体）
表 A-1 では、MC1000 の推奨動作環境の概要を示します。

表 A-1　MC1000 の技術仕様 

動作温度 -10× ～ +50°C

保存温度 -40× ～ 70°C

バッテリの充電温度 0× ～ 40°C

湿度 0% ～ 85%（50°C で結露なきこと）

静電放電（ESD） +/-15 kV（空中放電）（RH 50%）、+/- 8 kV（接触放電） 

シーリング IP54 カテゴリ 2

耐落下衝撃 / 振動性能 落下 / 衝撃 :
-10°C、23°C、50°C の環境下で、3.94 フィート（1.2 m） の高さから、各面 2 回（単体
合計で 12 回） コンクリート面上に落下後、動作可能

転倒 :
0.5 m の高さから 500 回の転倒（1 転倒で 2 回の落下） 後、動作可能

振動 :
4G、ランダム、5 Hz ～ 2,000 Hz の振動で動作可能

梱包 / 運送 :
23°C、5 Hz、20 lbs 未満の振動で 6 フィートの落下

96"、23°C、相対湿度 85% の車載条件

寸法 高さ 6.42 in x 幅 2.54 in x 奥行き 1.50 in
（高さ 163 mm x 幅 64.5 mm x 奥行き 38 mm）

重量（リチウムイオンバッテリを含む）  7.23 oz（205 g）

ディスプレイ 非タッチ式モノクロ画面

メインバッテリ 充電式リチウムイオン 1800 mAh 小（3.7 VDC）、または 3 個のアルカリ単 4 電池

バックアップバッテリ Ni-MH バッテリ（充電式）、20 mAh（3.6 VDC） 電池 3 個

オペレーティングプラットフォーム Microsoft® Embedded Windows® CE 4.2 Core

プロセッサ / メモリ Intel® XScaleTM PXA 312MHz（32MB RAM/32MB フラッシュ搭載）

インターフェース RS-232、 大 115.2 kbps
USB クライアント

データの取り込み Code 39、Code 128、Code 93、Codabar、EAN-8、EAN-13、Interleaved 2 of 5、
UPCA、UPCE および UPC/EAN 補助コード、RSS-14/Limited/Expanded、MSI 
Plessey、IATA 2 of 5、Coupon Code
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シングルスロットシリアル /USB クレードル
表 A-2 では、シングルスロットシリアル /USB クレードルの技術仕様の概要を示します。

セキュアデジタル（SD） カード 次の Sandisk SD カードがテスト済みで、認定されています *。
SDSDB-64-201-80（64 MB）
SDSDB-128-201-80（128 MB）
SDSDB-512-201-80（512 MB）
*Symbol 社は、上記の Sandisk SD カードの性能 および、Symbol 社製品との相互接続
性に関して、不法行為、契約、知的所有権、およびその他、法的根拠から生じる一切
の責任を負わないものとします。また、Sandisk SD カードを Symbol MC1000 または、
その他 Symbol 製品 との組み合わせで動作させることに関して、一切、保証致しませ
ん。

上記は、基本的な情報として提供され、商的、法的、専門的、技術的、あるいはその
他のいかなる勧告を行うものではありません。

表 A-2　シングルスロットシリアル /USB クレードルの技術仕様

動作温度 0× ～ 50°C

保存温度 -40× ～ 70°C

バッテリの充電温度 0× ～ 40°C

湿度 5% ～ 95%（50°C で結露なきこと）

静電放電（ESD） +/-15 kV（空中放電）（RH 50%）、+/- 8 kV（接触放電） 

耐落下衝撃性能 30 インチ（0.76 m） の高さからビニールタイル張りのコンクリート面へ落下後、動作可能

耐落下衝撃 / 振動性能 耐落下衝撃性能 :
室温環境下で、30 インチ（0.76 m） の高さから、各面 2 回（単体合計で 12 回） コンク
リート面上に落下後、動作可能

振動 :
4G、ランダム、20 Hz ～ 2,000 Hz の振動で動作可能

梱包 / 運送 :
23°C、5 Hz、20 lbs 未満の振動で 6 フィートの落下

96"、23°C、相対湿度 85% の車載条件

寸法 高さ 4.00 in x 幅 3.25 in x 奥行き 3.00 in
（高さ 102 mm x 幅 83 mm x 奥行き 77 mm）

重量  4.94 oz（140 g）

インターフェース RS-232、 大 115.2 kbps、USB（miniB コネクタ）

表 A-1　MC1000 の技術仕様 （続き）
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4 スロット USB クレードル
表 A-2 では、4 スロット USB クレードルの技術仕様の概要を示します。

表 A-3　4 スロット USB クレードルの技術仕様

動作温度 0× ～ 50°C

保存温度 -40× ～ 70°C

バッテリの充電温度 0× ～ 40°C

湿度 5% ～ 95%（50°C で結露なきこと）

静電放電（ESD） +/-15 kV（空中放電）（RH 50%）、+/- 8 kV（接触放電） 

耐落下衝撃性能 30 インチ（0.76 m） の高さからビニールタイル張りのコンクリート面へ落下後、動作可能

耐落下衝撃 / 振動性能 耐落下衝撃性能 :
室温環境下で、30 インチ（0.76 m） の高さから、各面 2 回（単体合計で 12 回） コンク
リート面上に落下後、動作可能

振動 :
4G、ランダム、20 Hz ～ 2,000 Hz の振動で動作可能

梱包 / 運送 :
23°C、5 Hz、20 lbs 未満の振動で 6 フィートの落下

96"、23°C、相対湿度 85% の車載条件

寸法 高さ 4.0 in x 幅 12.5 in x 奥行き 3.00 in
（高さ 102 mm x 幅 318 mm x 奥行き 77 mm）

重量 13.05 oz（370 g）

インターフェース USB（miniB コネクタ提供）



MC1000 インテグレータガイドA-6

MC1000 のピン配列

表 A-4　MC1000 のピン配列 

ピン番号 信号名 説明

1 GND アース、 大 2.5A
2 CRADLE_DET クレードル使用時にクレードルによってアース接続

3 DCD RS232C

4 USB_D_MINUS USB

5 USB_D_PLUS USB

6 GND アース、 大 2.5A
7 USB-VBUS USB

8 USB-ID USB

9 TXD RS232C

10 RXD RS232C

11 RTS RS232C

12 CTS RS232C

13 DTR RS232C

14 DSR RS232C

15 VCC_OUT 大 3.3V@150mA
16 EXT_PWR 5.4V、 大 2.5A
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キーパッドマップ B-3

はじめに
この付録では、MC1000 のキーパッドマップについて説明します。

キーパッド
キーパッドには、電源ボタン、アプリケーションキー、スクロールキー、ファンクションキーが含まれます。
キーパッドのマッピングについては、表 B-2 を参照してください。

図 B-1　MC1000 のキーパッド
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表 B-1　キーパッドの文字生成マップ 

特殊文字 キーの並び、特殊文字の生成 ソフトキーボード、特殊文字の生成

[ キーボードの入力パネル使用方法について
は、『MC1000 ユーザガイド』を参照して
ください。 

] 

/ 

\ 

= 

; 

- 

` 

' 

! Shift + 1 キーボードの入力パネル使用方法について
は、『MC1000 ユーザガイド』を参照して
ください。 

" 

# Shift + 3

$ Shift + 4

% Shift + 5

& Shift + 7

( Shift + 9

) Shift + 0

* Shift + 8

+ 

: 

< 

> 

? 

@ Shift + 2

^ Shift + 6

_ 

{ 

} 

~ 

| 利用不可 利用不可



キーパッドマップ B-5

表 B-2　キーパッドのマッピング

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

上 38

CTRL

左 37

ESC

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。
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右 39

TAB

下 40

ALT

表 B-2　キーパッドのマッピング（続き）

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。
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1 49 49

* 106 42

F1

F1

2 50 50

a 65 97

b 66 98

c 67 99

A 160+
65

65

B 160+
66

66

C 160+
67

67

F2

F2

表 B-2　キーパッドのマッピング（続き）

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。
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3 51 51

d 68 100

e 69 101

f 70 102

D 160+
68

68

E 160+
69

69

F 160+
70

70

F3

F3

4 52 52

g 71 103

h 72 104

i 73 105

G 160+
71

71

H 160+
72

72

I 160+
73

73

F4

F4

表 B-2　キーパッドのマッピング（続き）

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。
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5 53 53

j 74 106

k 75 107

l 76 108

J 160+
74

74

K 160+
75

75

L 160+
76

76

F5

F5

6 54 54

m 77 109

n 78 110

o 79 111

M 160+
77

77

N 160+
78

78

O 160+
79

79

F6

F6

表 B-2　キーパッドのマッピング（続き）

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。
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7 55 55

p 80 112

q 81 113

r 82 114

s 83 115

P 160+
80

80

Q 160+
81

81

R 160+
82

82

S 160+
83

83

F7

F7

8 56 56

t 84 116

u 85 117

v 86 118

T 160+
84

84

U 160+
85

85

V 160+
86

86

F8

F8

表 B-2　キーパッドのマッピング（続き）

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。
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9 57 57

w 87 119

x 88 120

y 89 121

z 90 122

W 160+
87

87

X 160+
88

88

Y 160+
89

89

Z 160+
90

90

F9

F9

0 48 48

SPA
CE

32 32

F10

F10

表 B-2　キーパッドのマッピング（続き）

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。
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. 190 46

SHIF
T

コント
ラスト

ENT 13 13

表 B-2　キーパッドのマッピング（続き）

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。



キーパッドマップ B-13

BKSP 8 8

DEL 46 46

音量

英字

表 B-2　キーパッドのマッピング（続き）

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。

DEL
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ファンク
ション

表 B-2　キーパッドのマッピング（続き）

キー デ
フ
ォ
ル
ト
状
態

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

)

英
字
状
態

 (1
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (2
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (3
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

英
字
状
態

 (4
 タ

ッ
プ

) -
 S

hi
ft

C
tr

l 状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
状
態

 - 
Sh

ift

VK
 コ

ー
ド

 (1
0 
進

)

A
SC

II 
値

 (1
0 
進

)

注 : 空白の行は、アプリケーション開発者がキーパッドマッピングワークシートとしてこの表を使用できる
ように提供されているものです。
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アプリケーション設計に関する
注意事項 C-3

設計に関する注意事項
グローバル環境向けにアプリケーションを設計する場合は、次の Web サイトに有用なリソース情報が提供され
ているので参照してください。

• Microsoft Global Development and Computing Portal: http://www.microsoft.com/globaldev
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用語集

1 秒あたりのビット数
（bps: Bits per Second）

1 秒間に、送信または受信されるビット数。

AirBEAM® Smart Client AirBEAM® Smart Client は、シンボル社の AirBEAM® 
Suite の一部です。この Suite には、AirBEAM® Safe 
と AirBEAM® Manager も含まれています。AirBEAM® 
Smart Client システムでは、MC1000 にダウンロード
されるソフトウェアファイルが、ネットワークにアク
セス可能なホストサーバ内に保存されます。
AirBEAM® Smart Client を使用すると、MC1000 はホ
ストに保存されているソフトウェアを効率よく要求で
きます。これにより、MC1000 は、ソフトウェアの要
求、ダウンロード、およびインストールだけでなく、
ファイルやステータスデータのアップロードも行えま
す。AirBEAM® Smart Client は、業界標準のファイル
転送プロトコルである FTP や TFTP を使用して、ホス
トシステム上で更新の有無を調べ、必要に応じて更新
ソフトウェアを転送します。通常、AirBEAM® Smart 
Client は無線ネットワークで使用しますが、TCP/IP 接
続でも使用できます。詳細については、『AirBEAM® 
Smart Windows® CE Client Product Reference Guide』
(Part No. 72-63060-xx） を参照してください。

API あるソフトウェアコンポーネントが別のソフトウェア
コンポーネントと通信したり、別のソフトウェアコン
ポーネントを制御したりする場合に使用するインター
フェース。通常は、ソフトウェア割り込みや関数呼び
出しを介して、あるソフトウェアコンポーネントから
別のソフトウェアコンポーネントに提供されるサービ
スについて言及するときに使用されます。
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BIOS Basic Input Output System（基本入出力システム） の
略。標準の PC ハードウェアとのインターフェースに
使用する標準の API を持つ ROM ベースのコードの集
まり。

bps  「1 秒あたりのビット数」を参照してください。

CDRH Center for Devices and Radiological Health（医療機器
放射線保険センタ） の略。レーザ製品の安全性に関す
る規制を行う連邦政府機関。この機関は、レーザ操作
時のパワー出力に基づいて各種レーザ操作クラスを規
定しています。

CDRH クラス 1（CDRH Class 1） これは、 も低いパワーの CDRH レーザ分類です。
このクラスは、すべてのレーザ出力が目の瞳孔に向け
られた場合でも本質的に安全であると見なされます。
このクラスでは特別な操作手順は規定されていませ
ん。

CDRH クラス 2（CDRH Class 2） この制限に準拠するために追加のソフトウェアメカニ
ズムを用意する必要はありません。このクラスのレー
ザを操作する場合、人体に意図的に直接照射しない限
り、特に危険性はありません。

Codabar セルフチェック機能付きのディスクリートコード。数
字（0 ～ 9） と 6 つの追加文字（- $ : / , +） から構成さ
れるキャラクタセットを持ちます。

Code 128 高密度のシンボロジー。コントローラはこのシンボロ
ジーを使用することにより、新たなシンボルエレメン
トを追加しなくても、128 個の ASCII 文字すべてをエ
ンコードできます。

Code 3 of 9（Code 39） 幅広く利用されている多機能な英数字バーコードシン
ボロジー。キャラクタセットは、すべての大文字、数
字（0 ～ 9）、および 7 個の特殊文字（- . / + % $ およ
び空白） を含む 43 種類のキャラクタから構成されま
す。コード名は、キャラクタを表す 9 エレメントのう
ちの 3 エレメントが太く、残りの 6 エレメントが狭い
ことに由来しています。

Code 93 Code 39 と互換性を持つ工業用シンボロジー。完全な 
ASCII キャラクタセットを提供し、Code 39 よりも高
い密度のコーティングを実現します。

COM ポート（COM port）  通信ポート。各ポートは COM1、COM2 などの番号
で識別します。

DCP 「Device Configuration Package」を参照してくださ
い。

Device Configuration Package シンボル社の Device Configuration Package には、フ
ラッシュパーティション、Terminal Configuration 
Manager（TCM）、および関連する TCM スクリプトが
用意されています。このパッケージを使用すると、フ
ラッシュパーティションを表す Hex イメージを作成
し、それらを MC1000 にダウンロードできます。



用語集 GL-3

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol（動的ホスト構成
プロトコル） の略。TCP/IP ネットワークにログオンす
るクライアントステーションに IP アドレスを自動的
に割り当てるソフトウェア。BOOTP に似ていますが、
IP アドレスのリースも行えます。これにより、固定の 
IP アドレスを手動で割り当てる必要がなくなります。
DHCP ソフトウェアは、通常はサーバ上で実行されま
すが、複数のユーザのインターネットアクセスを可能
にするルータなどのネットワークデバイスにも内蔵さ
れます。

DHCP サーバ（DHCP Server） IP アドレスを割り当てる役割を受け持つ、ネットワー
ク内のサーバまたはサーバ内のサービス。

Discrete 2 of 5 5 本のバーのグループ（このうち 2 本は太いバー） で
各キャラクタを表すバイナリバーコードシンボロ
ジー。グループ内の太いバーの位置は、エンコードす
るキャラクタによって決まります。スペースには意味
がありません。数字（0 ～ 9） とスタート / ストップ
キャラクタのみをエンコードできます。

DNS サーバ（DNS Server） DNS サーバを使用する場合は、［コントロールパネ
ル］で DNS サーバの IP アドレスを設定できます。こ
れにより、ユーザは IP アドレスではなくサーバ名を
使用できます。これは［コントロールパネル］の
［ネットワーク］タブで設定します。

DTE 「データ端末装置」を参照してください。

EAN European Article Number（欧州統一商品番号） の略。
これは UPC の欧州 / 国際版であり、独自のコーティ
ング形式とシンボロジー標準を備えています。エレメ
ントの寸法はメートル単位で指定されます。EAN は主
に小売業界で使用されます。

ENQ（RS-232） ホストへのデータ送信用として、ENQ ソフトウェア
ハンドシェイクもサポートされています。

ESD Electro-Static Discharge（静電気放電） の略。

ESN Electronic Serial Number（電子シリアル番号） の略。
携帯電話デバイスに関連付けられる一意のハードウェ
ア番号。デバイスが携帯電話システムと通信するとき
にシステムに送信されます。

FTP 「ファイル転送プロトコル」を参照してください。

Hz Hertz（ヘルツ） の略。周波数の単位であり、1 サイク
ル / 秒と同等です。

IDE Intelligent Drive Electronics の略。ソリッドステート
ハードドライブタイプのことを指します。

IEC International Electrotechnical Commission（国際電気
標準会議） の略。この国際機関は、レーザの安全性に
関する規制を行う目的で、操作時のパワー出力に基づ
いて各種レーザ操作クラスを規定しています。

IEC（825） クラス 1（IEC（825） Class 1） これは、 も低いパワーの IEC レーザ分類です。この
規格に準拠しているかどうかは、1000 秒の時間枠で
レーザ操作が 120 秒間に制限されていること、スキャ
ナの振動ミラーが故障した場合にレーザが自動シャッ
トダウンされることによって確認されます。 
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IEEE アドレス（IEEE Address） 「MAC アドレス」を参照してください。

I/O ポート（I/O Ports） 2 つのデバイスを接続するためのインターフェース。
共通の物理特性、信号特性、および信号の意味によっ
て定義されます。インターフェースの種類としては、
RS-232 や PCMCIA があります。

IOCTL Input/Output Control（入出力制御） の略。

IP Internet Protocol（インターネットプロトコル） の略。
TCP/IP 通信プロトコルの IP 部分。IP は、プロトコル
のネットワーク層（第 3 層） を実装します。ネット
ワーク層にはネットワークアドレスがあり、メッセー
ジを別のネットワークまたはサブネットワークにルー
ティングするために使用されます。IP は、第 4 層のト
ランスポートプロトコル（TCP または UDP） から「パ
ケット」を受け取り、独自のヘッダを追加して、
「データグラム」を第 2 層のデータリンクプロトコル
に渡します。さらに IP は、ネットワークの 大伝送
単位（MTU） に対応するために、パケットをいくつか
のフラグメントに分割することもあります。

IP アドレス（IP Address） インターネットプロトコルアドレスの略。IP ネット
ワークに接続されているコンピュータのアドレス。ク
ライアントステーションとサーバステーションには異
なる IP アドレスが必要です。IP ネットワーク上のコ
ンピュータは 32 ビットのアドレスを使用します。ク
ライアントワークステーションには、固定アドレスを
使用するか、ワークステーションの各セッションに動
的に割り当てられるアドレスを使用します。IP アドレ
スを記述するには、「204.171.64.2」のように、4 組の
数字をピリオドで区切って指定します。

LAN Local Area Network（ローカルエリアネットワーク） 
の略。建物の倉庫内など、ローカルエリア内における
データ通信をサポートする無線ネットワーク。

LCD 「液晶ディスプレイ」を参照してください。

LED インジケータ（LED Indicator） インジケータとして使用される半導体ダイオード
（LED: Light Emitting Diode、発光ダイオード）。デジタ
ルディスプレイでよく利用されます。この半導体は、
印加電圧を使用して特定の周波数を持つ光を生成しま
す。 周波数は、半導体の化学組成によって決まります。

MC Mobile Computer（モバイルコンピュータ） の略。

MIL 1 mil = 1000 分の 1 インチ。

NVM Non-Volatile Memory（不揮発性メモリ） の略。

QWERTY 北米や一部の欧州の PC キーボードで一般的に使用さ
れる標準キーボード。「QWERTY」は、3 行目の左側
のキーの配列を指しています。

RAM Random Access Memory（ランダムアクセスメモリ） 
の略。RAM に格納されているデータは、ランダムに
アクセスできるため、読み書きが高速に行えます。

RF Radio Frequency（無線周波数） の略。

ROM Read-Only Memory（読み取り専用メモリ） の略。
ROM に格納されたデータを変更または削除すること
はできません。
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RS-232 米国電子工業会（EIA: Electronic Industries 
Association） の標準の 1 つ。 デバイス間でデータをシ
リアル転送する際に使用するコネクタ、コネクタピ
ン、および信号を定義しています。

SDK Software Development Kit（ソフトウェア開発キット） 
の略。

SMDK Symbol Mobility Developer's Kit の略

SVTP Symbol Virtual Terminal Program の略。

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol（伝送
制御プロトコル / インターネットプロトコル） の略。
異種システム間をネットワーク接続するための通信プ
ロトコル。この標準は、インターネットのプロトコル
であり、通信の世界標準となっています。TCP はトラ
ンスポート機能を備えており、送信したすべてのバイ
トが相手方で正しく受信されるようにします。UDP 
は、配信が保証されていない代替トランスポート機能
です。これは、パケットにエラーがあっても再送され
ない、リアルタイムの音声や映像の送信に広く使われ
ています。IP は、ルーティングメカニズムを備えてい
ます。TCP/IP はルーティング可能なプロトコルです。
これは、すべてのメッセージ内に、宛先ステーション
のアドレスだけでなく宛先ネットワークのアドレスも
含まれることを意味します。これにより、組織内また
は世界中の複数のネットワークに TCP/IP メッセージ
を送信できるため、TCP/IP は世界的なインターネッ
トで使用されています。TCP/IP ネットワーク内の各
クライアントおよびサーバには、固定の IP アドレス
または起動時に動的に割り当てられる IP アドレスが
必要です。

TFTP Trivial File Transfer Protocol（簡易ファイル転送プロト
コル） の略。TCP/IP FTP（ファイル転送プロトコル） 
の一種であり、ディレクトリやパスワードの機能を持
ちません。このプロトコルは、ファームウェアのアッ
プグレード、ソフトウェアのダウンロード、ディスク
レスデバイスのリモートブートなどに使用されます。

TSR 「Terminate and Stay Resident」を参照してください。

UPC Universal Product Code（一般商品コード） の略。比較
的複雑な数字シンボロジー。各キャラクタは 2 本の
バーと 2 本のスペースから構成され、それぞれが 4 種
類の幅のいずれかになります。米国の小売り食品包装
用の標準シンボロジーです。

UDP User Datagram Protocol（ユーザデータグラムプロト
コル） の略。IP プロトコルスイートに含まれるプロト
コルの 1 つ。信頼性の高い配信を行う必要がないとき
に TCP の代わりに使用されます。たとえば、再送す
る時間がないために消失パケットがあっても無視され
る、リアルタイムの音声や映像トラフィックには 
UDP が使用されます。UDP を使用して信頼性の高い
配信を行う必要がある場合は、パケットシーケンス
チェックやエラー通知をアプリケーション内に記述す
る必要があります。
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アスキー（ASCII） American Standard Code for Information Interchange 
の略。7 ビットとパリティから構成されるコードで、
128 個の文字、数字、記号、および制御文字を表現し
ます。これは米国における標準のデータ送信コードで
す。

アパーチャ（Aperture） 光学系の視野を確立する、レンズやバッフルによって
定義される開口部。

アプリケーションプログラミングインター
フェース（Application Programming 
Interface）

「API」を参照してください。

暗号 暗号化とは、通信リンクまたは通信ネットワーク経由
で情報を送信する前に、そのデータにスクランブルを
かけてコード化することです。その際、通常はアルゴ
リズムと呼ばれる数式が使用されます。鍵とは、アル
ゴリズムがデータを暗号化または暗号解除する際に使
用する特別なコードのことです。「暗号解除」と「鍵」
も参照してください。

インターネットプロトコルアドレス
（Internet Protocol Address）

「IP」を参照してください。

インターリーブド 2 of 5 5 本のバーと 5 本のインターリーブドスペースから成
るグループでキャラクタペアを表すバイナリバーコー
ドシンボロジー。インターリーブにより、情報の高密
度化が可能になります。各グループ内の太いエレメン
ト（バー / スペース） の位置は、エンコードされる
キャラクタによって決まります。 このコンティニア
スコードタイプは、キャラクタ間スペースを使用しま
せん。数字（0 ～ 9） とスタート / ストップキャラクタ
のみをエンコードできます。

インターリーブドバーコード（Interleaved 
Bar Code）

キャラクタが 2 つ 1 組になっており、バーを使用して
初のキャラクタを表し、間のスペースを使用して 2 

番目のキャラクタを表すバーコード。

ウォームブート（Warm Boot） ウォームブートは、実行中のすべてのプログラムを閉
じて、MC1000 を再起動します。フラッシュメモリに
保存されていないデータはすべて失われます。

液晶ディスプレイ（LCD: Liquid Crystal 
Display）

2 枚のガラス板の間に封入された液晶を使用するディ
スプレイ。液晶は、電圧をかけることによって活発化
し、そのバイアスに従って光を外側に反射させます。
LCD の消費電力は非常に小さく、またその応答速度も
比較的高速です。LCD は、情報を映すために外光を必
要とします。

エレメント（Element） バーやスペースの総称。

エンコード領域（Encoded Area） 1 つのコードパターンに含まれるすべてのキャラクタ
（スタート / ストップキャラクタおよびデータを含む） 
が占有する全体の長さ寸法。

解像度（Resolution） 特定の読み取りデバイスで認識可能な、または特定の
デバイスまたは方式で印刷可能な、 も細いエレメン
トの寸法。

可視レーザダイオード（VLD: Visible 
Laser Diode）

可視レーザ光を生成するソリッドステートデバイス。

簡易ファイル転送プロトコル（Trivial File 
Transfer Protocol）

「TFTP」を参照してください。
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キャラクタ（Character） いくつかのバーとスペースから構成されるパターン。
データを直接的に表現するか、または特定の制御機能
を示します。たとえば、数字、文字、記号、または
メッセージに含まれる通信制御などです。

キャラクタセット（Character Set） 特定のバーコードシンボロジーでのエンコードで利用
できるキャラクタ。

キャラクタ間ギャップ（Intercharacter 
Gap）

 ディスクリートコードにおける 2 つの隣接するバー
コードキャラクタ間のスペース。

鏡面反射（Specular Reflection） 表面からの光が鏡のようにまっすぐ反射することで、
バーコードのデコードが難しくなることがあります。

許容範囲（Tolerance） バーまたはスペースの幅の公称値からの許容誤差。

クレードル（Cradle） クレードルは、MC1000 のバッテリの充電やホストコ
ンピュータとの通信に使用し、使用していないときは
MC1000 の保管場所ともなります。

クワイエットゾーン（Quiet Zone） バーコードシンボルのスタートキャラクタの前とス
トップキャラクタの後ろにある、何も印刷されていな
い空白。

公称サイズ（Nominal Size） バーコードシンボルの標準サイズ。ほとんどの UPC/
EAN コードは、一定の倍率範囲（公称値の 0.80 ～ 
2.00 など） で使用されます。

公称値（Nominal） 特定のパラメータに対する正確な（理想的な） 目標値。
許容範囲（Tolerance） は、この値からの正および負の
誤差として指定します。

コード長（Code Length） バーコード内のスタートキャラクタとストップキャラ
クタの間に存在するデータキャラクタの数。スタート
キャラクタとストップキャラクタは含みません。

コールドブート（Cold Boot） コールドブートは、MC1000 を再起動し、ユーザが保
存したすべてのレコードとエントリを消去します。

誤読（Misread） またはミスデコード
（Misdecode）

リーダまたはインターフェースコントローラからの
データ出力が、バーコードシンボル内にエンコードさ
れたデータと一致しない場合に発生する状態。

コンティニアスコード（Continuous 
Code）

シンボル内のすべてのスペースがキャラクタの一部に
なるようなバーコードまたはシンボル。コンティニア
スコードにはキャラクタ間ギャップがありません。
ギャップがない分だけ情報密度が高くなります。

サブストレート（Substrate） 基盤となる素材。この上に実体またはイメージが配置
されます。

サブネット（Subnet） 同一のルータからのサービスを受ける、ネットワーク
上のノードの集まり。「ルータ」を参照してください。

サブネットマスク IP アドレスのネットワーク部分とホスト部分を分離す
るための、32 ビットの数字。カスタムサブネットマ
スクは、IP ネットワークをさらに細かく分割します。
マスクはバイナリパターンであり、IP アドレスと組み
合わせることで、ホスト ID アドレスフィールドをサ
ブネットのフィールドに置き換えます。多くの場合、
デフォルトは 255.255.255.0 です。

自動識別（Autodiscrimination） スキャンされたバーコードのコードタイプを判別す
る、インターフェースコントローラの機能。この判別
が行われた後で、情報の内容がデコードされます。
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シンボル（Symbol） 特定のシンボロジーの規則に従ってデータをエンコー
ドするスキャン可能な単位。通常はスタート / ストッ
プキャラクタ、クワイエットゾーン、データキャラク
タ、およびチェックキャラクタが含まれます。

シンボルアスペクト比率（Symbol Aspect 
Ratio）

シンボルの幅に対するシンボルの高さの比率。

シンボルの高さ（Symbol Height） 初の行と 後の行のクワイエットゾーンの外側の
エッジ間の距離。

シンボルの長さ（Symbol Length） シンボルのスタートキャラクタに隣接するクワイエッ
トゾーン（マージン） の開始位置から、ストップキャ
ラクタに隣接するクワイエットゾーン（マージン） の
終了位置までを測定した長さ。

シンボロジー（Symbology） 特定のバーコードタイプ（UPC/EAN、Code 39、
PDF417 など） のデータを表現するための構造上の規
約。

スキャナ（Scanner） バーコードシンボルをスキャンし、そのシンボルの
バーとスペースに対応するデジタル化されたパターン
を生成するための電子デバイス。主な構成要素は次の 
3 つです。

1. 1. 光源（レーザまたは光電池） - バーコードを照射
します。

2. 2. 光検出器 - 反射光の差異を登録します（スペース
からより多くの光が反射されます）。

3. 3. 信号処理回路 - 光学検波器の出力をデジタル化さ
れたバーパターンに変換します。

スキャンシーケンス（Scanning 
Sequence）

バーコードメニューをスキャンすることによってバー
コード読み取りシステムのパラメータをプログラム
（構成） する方法。

スキャンモード（Scanning Mode） スキャナが通電され、プログラミングされ、バーコー
ドを読み取れる状態になっています。

スキャン領域（Scan Area） シンボルを収めるための領域。

スタート / ストップキャラクタ（Start/Stop 
Character）

スキャナに読み取りの開始と終了の指示やスキャン方
向を提供するバーとスペースのパターン。スタート
キャラクタとストップキャラクタは通常、水平コード
の左右のマージンに隣接しています。

スペース（Space） バーコード内の明るいエレメント。バーとバーの間に
ある背景部分です。

セルフチェック機能付きコード
（Self-Checking Code）

チェックアルゴリズムを使用して、バーコードシンボ
ルのキャラクタ内のエンコードエラーを検出するシン
ボロジー。

ソフトリセット（Soft Reset） 「ウォームブート」を参照してください。

チェックデジット（Check Digit） シンボルが正しくデコードされているかを検証するた
めに使用する数字。スキャナは、デコードされたデー
タを算術式に代入し、その結果の数値とエンコードさ
れていたチェックデジットとが一致するかどうかを確
認します。チェックデジットは、 UPC では必須です
が、他のシンボロジーでは省略可能です。チェックデ
ジットを使用すると、シンボルがデコードされるとき
の置換エラーの発生が減ります。
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ディスクリートコード（Discrete Code） キャラクタ間のスペース（キャラクタ間ギャップ） が
コードの一部ではないバーコードまたはシンボル。

デコード（Decode） 特定のバーコードシンボロジー（UPC/EAN など） を
認識して、スキャンしたバーコードの内容を分析する
こと。

デコードアルゴリズム（Decode 
Algorithm）

バーコードシンボル内にエンコードされている文字や
数字について、そのパルス幅をデータ表現に変換する
ためのデコード体系。

デコード率（Percent Decode） 1 回のバーコードスキャンでデコードが正常に行われ
る確率の平均値。設計品質の良いバーコードスキャン
システムの場合、その確率は 100% に近い値になりま
す。

デッドゾーン（Dead Zone） スキャナの視野内で、鏡面反射により正常なデコード
が妨げられる可能性のある領域。

伝送制御プロトコル / インターネットプロ
トコル（Transmission Control Protocol/
Internet Protocol）

「TCP/IP」を参照してください。

ドメイン名（Domain Name） ドメイン名（symbol.com など） を使用する場合は、
［コントロールパネル］で DNS サーバのドメイン名を
設定できます。これは［コントロールパネル］の
［ネットワーク］タブで設定します。

入出力ポート（Input/Output Ports）  I/O ポートは、主としてモバイルコンピュータのメモ
リとの間で情報をやり取りするために使用されます。
MC1000 のモバイルコンピュータには、シリアルポー
トと USB ポートが搭載されています。

バー（Bar） 印刷されたバーコードシンボル内の暗いエレメント。

バーコード（Bar Code） 様々な幅のバーとスペースから構成されるパターン。
数字や英数字のデータを機械が読み取れる形で表現し
ます。バーコードシンボルの一般的な形式は、先頭
マージン、スタートキャラクタ、データキャラクタ
（メッセージキャラクタ）、チェックキャラクタ（省略
可能）、ストップキャラクタ、および末尾マージンか
ら構成されます。この枠組み内で、認識可能な各シン
ボロジーが独自の形式を使用します。「シンボロジー」
を参照してください。

バーコード密度（Bar Code Density） 測定単位あたりの表現されるキャラクタ数（1 インチ
あたりのキャラクタ数など）。

ハードリセット（Hard Reset） 「コールドブート」を参照してください。

バーの高さ（Bar Height） バーの幅方向に対して垂直に計測したときのバーの寸
法。

バーの幅（Bar Width） シンボルのスタートキャラクタに も近いエッジから
同じバーの末尾のエッジまでを計測したバーの太さ。

バイト（Byte） アドレス可能な境界上の連続する 8 桁の 2 進数（0 ま
たは 1）。 この 8 桁が 1 つのパターンを形成し、特定の
文字または数値を表現します。各ビットには右から 0 
～ 7 の番号が付けられ、ビット 0 が下位ビットとなり
ます。1 個の ASCII 文字を格納するために、メモリ内
の 1 バイトが使われます。

発光ダイオード（Light Emitting Diode） 「LED」を参照してください。
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パラメータ（Parameter） 様々な値を割り当てることができる変数。

反射率（Reflectance） 照射された面から反射した光の量。

ビット（Bit） 1 桁の 2 進数。1 ビットはバイナリ情報の基本単位で
す。通常、連続した 8 ビットで 1 バイトのデータが構
成されます。バイト内の 0 と 1 の値のパターンによっ
て、そのバイトの意味が決まります。

ファイル転送プロトコル
（FTP: File Transfer Protocol）

ネットワークまたは電話回線を介したファイル転送を
管理する TCP/IP アプリケーションプロトコル。
「TCP/IP」を参照してください。

ブート（boot） またはブートアップ
（boot-up）

起動時にコンピュータが実行するプロセス。ブート
アップ中に、コンピュータは自己診断テストを実行し
たり、ハードウェアやソフトウェアを構成したりでき
ます。

フラッシュディスク（Flash Disk） 不揮発性メモリを補助する追加ストレージ。アプリ
ケーションや構成ファイルを格納します。 

フラッシュメモリ（Flash Memory） フラッシュメモリは半永久的な不揮発性ストレージで
あり、回路を使って電気的に消去したり、再度プログ
ラミングしたりできます。MC1000 のモバイルコン
ピュータでは、オペレーティングシステム（ROM-
DOS）、端末エミュレータ、および Citrix ICA Client for 
DOS を格納するのにフラッシュメモリを使用してい
ます。 

フラッシュメモリ（Flash Memory） フラッシュメモリは、システムファームウェアを格納
する役割を持ち、不揮発性です。システムの電源が遮
断されても、データは失われません。

プリントコントラストシグナル（PCS: 
Print Contrast Signal）

シンボルに含まれるバーとスペースのコントラスト
（明度差） を測定する方法。この PCS 値が 小値以上
にならないと、バーコードシンボルをスキャンできま
せん。PCS =（RL - RD） / RL です。 RL は背景の反射
率、RD は暗いバーの反射率を表します。

プログラムモード（Programming Mode） スキャナがパラメータ値設定用に構成されている状
態。「スキャンモード」を参照してください。

ホストコンピュータ（Host Computer） ネットワーク内の他のモバイルコンピュータにサービ
スを提供するコンピュータ。計算、データベースアク
セス、監視プログラム、ネットワーク制御などのサー
ビスを提供します。

モバイルコンピュータ（Mobile 
Computer）

本ガイド内のモバイルコンピュータは、シンボル社の 
MC1000 の無線ポータブルコンピュータを指します。
モバイルコンピュータは、スタンドアロンデバイスと
して動作するようにセットアップすることも、無線技
術を使って特定のネットワークと通信するようにセッ
トアップすることもできます。

読み取り深度（Depth of Field） 小幅のエレメントを含むシンボルをスキャナが読み
取ることのできる 大距離と 小距離との差。

レーザ（LASER）  Light Amplification by Stimulated Emission of Radiation
（輻射の誘導放出による光の増幅） の略。レーザは強い
光源です。白熱電球の出力とは異なり、レーザからの
光線はすべて同じ周波数です。レーザ光線は一般にコ
ヒーレントであり、高いエネルギー密度を持っていま
す。



用語集 GL-11

レーザスキャナ（laser scanner） レーザ光線を使用するタイプのバーコードリーダ。

レーザダイオード（Laser Diode） ガリウム砒素半導体タイプのレーザ。電源に接続する
とレーザ光線が生成されます。このタイプのレーザ
は、コヒーレント光のコンパクトな光源になります。
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